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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。

＊本誌は再生紙を使用しています。

特集

雇
用
あ
り
き
で
考
え
な
い

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
雇
用

情
勢
は
人
手
不
足
が
続
い
て
お
り
、
企
業
に

と
っ
て
経
営
上
の
大
き
な
不
安
要
素
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企

業
へ
の
影
響
は
深
刻
で
あ
る
。

企
業
が
人
手
不
足
を
感
じ
て
い
る
と
き
、

ま
ず
人
材
確
保
を
優
先
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

る
が
、
重
要
な
の
は
い
き
な
り
人
材
の
問
題

か
ら
考
え
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
「
な
ぜ

人
材
が
必
要
な
の
か
」の
視
点
か
ら
考
え
る
こ

と
だ
。
人
材
採
用
の
前
に
自
社
の
経
営
戦
略
、

経
営
課
題
、
業
務
な
ど
を
見
つ
め
直
す
こ
と

で
、
本
来
必
要
な
解
決
策
が
見
え
、
よ
り
適

切
な
人
材
を
確
保
す
る
可
能
性
が
広
が
る
。

人
材
不
足
解
消
の
た
め
の

五
つ
の
ス
テ
ッ
プ

中
小
企
業
庁
は
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）

年
度
か
ら
三
年
間
、
中
小
企
業
の
人
材
不
足

に
関
連
し
た
研
究
会
を
設
置
し
、
人
手
不
足

へ
の
対
応
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性

や
手
法
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
私

が
座
長
を
務
め
た
「
中
小
企
業
人
材
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
会
」
な
ど
で
は
、
人
手
不
足
解

消
の
た
め
に
は
次
の
五
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。（
4
頁
図
1
）

ス
テ
ッ
プ
１
は
、「
戦
略
の
優
先
づ
け
」

で
あ
る
。
人
手
不
足
の
背
景
に
は
、
退
職
や

離
職
な
ど
に
よ
る
欠
員
に
対
し
て
人
員
補
充

が
必
要
な
場
合
と
、
事
業
の
拡
大
等
に
対
し

て
人
員
拡
充
が
必
要
な
場
合
の
二
つ
が
あ

る
。
人
員
補
充
の
場
合
は
、
離
職
の
原
因
が

会
社
内
に
あ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
が
解
決

さ
れ
な
い
と
そ
の
後
も
欠
員
に
悩
ま
さ
れ
続

け
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
一
方
、
人
員

拡
充
の
場
合
は
、
受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
人
材
を
確
保
し

て
も
う
ま
く
活
用
で
き
ず
、「
人
手
不
足
感
」

が
残
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
口
に
人
材
確
保
と
い
っ
て
も
、
自
社
の

目
指
す
方
向
や
解
決
す
べ
き
課
題
に
よ
っ
て

打
ち
手
が
異
な
る
。
ま
ず
は
、
自
社
の
事
業

戦
略
、
経
営
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を

踏
ま
え
経
営
課
題
に
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

ス
テ
ッ
プ
２
は
、「
戦
術
・
業
務
の
見
直
し
」

で
あ
る
。
ス
テ
ッ
プ
１
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
経
営
課
題
に
対
す
る
解
決
策
を
検
討

す
る
。
業
務
の
外
部
化
や
I
T
化
、
業
務
改

善
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
解
決
策
を
考
え
た
上
で
、

人
材
確
保
に
よ
っ
て
し
か
課
題
を
解
決
で
き

な
い
場
合
は
、
必
要
と
な
る
人
材
要
件
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
る
。

人
材
確
保
が
必
要
と
な
る
場
合
で
も
、
ど

の
よ
う
な
業
務
に
対
し
て
人
材
が
必
要
な
の

か
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
人
員
補

充
の
側
面
が
強
い
場
合
は
、
離
職
し
た
社
員

の
業
務
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
も
ら
う
こ

と
を
想
定
し
が
ち
で
あ
る
が
、
人
に
業
務
を

関
連
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
業
務
を
見
直
し
、

適
切
に
切
り
分
け
る
こ
と
で
求
人
の
条
件
の

幅
が
広
が
り
、
よ
り
多
く
の
応
募
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
高
ま
る
。

ス
テ
ッ
プ
３
は
、「
人
材
活
用
方
針
の
明

確
化
」
で
あ
る
。
ス
テ
ッ
プ
２
を
実
施
し
、

対
象
と
な
る
業
務
を
明
確
化
し
た
ら
、
そ
の

業
務
を
担
う
た
め
に
ど
の
よ
う
な
人
材
が
必

要
な
の
か
、
人
材
要
件
を
明
確
化
す
る
必
要
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副
業
や
顧
問
等
と
し
て
迎
え
る
な
ど
柔
軟
に

考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

潜
在
的
な
働
き
手
の
背
中
を

ど
う
押
す
か

こ
こ
ま
で
受
け
入
れ
主
体
と
な
る
企
業
側

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ

れ
以
上
に
難
し
い
の
は
、
採
用
さ
れ
る
側
と

な
る
働
き
手
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。

企
業
の
人
員
構
成
に
関
す
る
調
査※

１

に
よ
れ

ば
、
大
企
業
は
四
十
歳
以
上
の
人
材
を
多
く

抱
え
、
半
数
近
く
の
企
業
に
お
い
て
管
理
職

に
余
剰
感
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
本
業
先
以
外

で
の
就
業
経
験
に
つ
い
て
は
、
三
十
代
が
最

も
積
極
的
で
、
四
十
〜
五
十
代
に
お
い
て
も

相
当
な
割
合
の
人
が
積
極
的
だ
と
い
う
デ
ー

タ※
２

も
あ
る
。
大
企
業
等
か
ら
地
域
の
中
小
企

業
へ
の
移
動
は
潜
在
的
な
可
能
性
が
あ
る
と

い
え
る
が
、
家
族
を
抱
え
、
そ
れ
な
り
の
暮

ら
し
が
で
き
て
い
る
な
か
で
、
リ
ス
ク
を
背

負
っ
て
活
躍
の
場
を
変
え
る
人
が
ど
れ
だ
け

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
都
市
部
の
大
企
業
か
ら

地
域
の
中
小
企
業
へ
の
移
動
を
現
実
の
も
の

に
す
る
に
は
、
地
域
に
中
間
支
援
機
構
を
設

置
し
、
そ
こ
に
就
職
し
て
あ
る
程
度
の
保
障

を
受
け
た
上
で
、
中
小
企
業
に
出
向
す
る
と

い
っ
た
仕
組
み
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
関
心
を
持
つ
人
が
一
歩
踏
み
出

す
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り
と
し
て
、
プ
ロ
ボ

ノ
活
動※

３
、
出
向
・
社
会
人
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

と
ビ
ジ
ネ
ス
の
改
善・改
革
志
向（
事
業
領
域
）

に
よ
り
、
事
業
戦
略
を
図
2
の
四
つ
の
タ
イ

プ
に
整
理
し
た
。

中
小
企
業
で
は
後
継
者
不
足
も
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
承
継
の
取
り
組
み

に
お
い
て
も
、
Ａ
〜
Ｄ
の
ど
の
タ
イ
プ
に
分
類

さ
れ
る
か
を
判
断
し
た
上
で
、
人
材
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
方
向
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
の
事
業
を
維
持
す
る
た
め
に
後
継
者
育

成
を
行
う
場
合
と
、
事
業
承
継
を
機
に
新
分

野
に
挑
戦
す
る
場
合
で
は
必
要
と
な
る
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
異
な
る
た
め
だ
。

「
事
業
転
換
」を
例
に
挙
げ
る
と
、事
業
領
域
の

拡
大
や
転
換
を
志
向
す
る
場
合
は
、
創
造
性

が
あ
る
。
そ
の
選
択
肢
は
、
必
ず
し
も
外
部

か
ら
の
獲
得
だ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
社
内

の
人
材
を
発
見
し
、
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

課
題
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
を
検
討
す

る
。
ま
た
、
短
期
的
に
は
外
部
か
ら
人
材
を

採
用
し
つ
つ
、
長
期
的
に
社
内
人
材
の
育
成

を
検
討
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

人
材
に
求
め
る
役
割
に
よ
っ
て

求
人
情
報
の
発
信
方
法
は
異
な
る

ス
テ
ッ
プ
４
は
、「
求
人
・
採
用
」と「
発
見
・

育
成
」
で
あ
る
。
外
部
か
ら
人
材
を
採
用
す

る
こ
と
を
選
択
し
た
場
合
、
効
果
的
な
採

用
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
ス
テ
ッ
プ

３
で
明
確
に
な
っ
た
人
材
の
要
件
を
踏
ま
え

て
、
効
果
的
に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
。
求
め
る
人
材
が
、
高
い
専
門
性
や

技
能
を
有
し
事
業
活
動
の
中
枢
を
担
う
「
中

核
人
材
」
な
の
か
、
中
核
人
材
の
指
揮
・
管

理
の
下
で
各
業
務
を
行
う
「
労
働
人
材
」
な

の
か
、
人
材
に
求
め
る
役
割
に
よ
っ
て
、
発

信
方
法
は
異
な
る
。
求
人
広
告
を
掲
載
す
る

に
し
て
も
、
求
め
る
人
材
に
よ
っ
て
媒
体
は

異
な
り
、
広
告
内
容
で
訴
求
す
る
点
も
異
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

求
人
の
際
に
は
、
期
待
す
る
役
割
だ
け
で

な
く
、
雇
用
形
態
の
検
討
も
重
要
で
あ
る
。

週
五
日
フ
ル
タ
イ
ム
の
正
社
員
と
い
う
固
定

観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟
な
働
き
方
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
潜
在
労
働
力
の
掘

り
起
こ
し
が
可
能
に
な
る
。
採
用
活
動
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
働
き
手
目
線
で
伝
わ
り
や
す
い

よ
う
に
、
自
社
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
だ
。
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
た
自
社
の
特
徴・

独
自
性
や
、
譲
れ
な
い
点
を
客
観
的
に
説
明

し
て
い
く
こ
と
で
、
入
社
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
防
ぎ
、
定
着
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
ま

る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
で
に
社
内
に
存
在
す
る
適
切
な
人
材
を

活
用
す
る
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
登
用
す
る
パ

タ
ー
ン
と
、
未
来
を
見
据
え
て
育
成
す
る
パ

タ
ー
ン
の
二
つ
が
あ
る
。
前
者
の
場
合
に
は
、

ス
テ
ッ
プ
３
で
明
ら
か
に
な
っ
た
人
材
像
に

照
ら
し
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を
発
見
・
登
用

す
べ
き
か
を
検
討
す
る
。
後
者
の
場
合
に
も
、

ど
の
よ
う
な
人
材
を
発
見
し
て
育
成
す
べ
き

か
を
、
育
成
計
画
を
含
め
て
検
討
す
る
。
評

価
制
度
や
処
遇
制
度
を
併
せ
て
見
直
す
こ
と

に
よ
り
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

職
場
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
効
果
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

ス
テ
ッ
プ
５
は
、「
採
用
後
・
育
成
後
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
」
で
あ
る
。
人
材
の
定
着
や
、

新
た
な
制
度
を
根
づ
か
せ
て
計
画
ど
お
り
に

育
成
す
る
た
め
に
は
、
定
期
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
入
社
後
の
研
修
な
ど
、
そ
の

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
重
要
と
な
る
。

人
材
確
保
を
通
じ
て
経
営
課
題
が
解
決
で
き

れ
ば
、
新
し
い
目
標
が
生
ま
れ
、
別
の
経
営
課

題
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
人
材
確
保
後
も
繰
り
返
し
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

経
営
支
援
機
関
の
手
を
借
り
て

共
に
考
え
る

こ
れ
ら
の
五
つ
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
中
小
企

業
で
は
経
営
者
一
人
で
全
て
実
行
す
る
の
は

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
重
要
な
の

が
、
伴
走
役
と
な
る
経
営
支
援
機
関
の
存
在

で
あ
る
。
各
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た
内
閣
府

の
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
」

や
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
「
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
」
の
ほ
か
、
企
業
の
経
営
診
断
を

し
て
い
る
地
元
の
金
融
機
関
も
キ
ー
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
い
え
る
。

中
小
企
業
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
で

は
、
こ
れ
ら
の
経
営
支
援
機
関
が
適
切
に
企

業
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、「
人
材
確
保

支
援
メ
ソ
ッ
ド
」を
考
案
し
た
。
こ
の
メ
ソ
ッ

ド
は
中
小
企
業
が
人
手
不
足
に
対
し
自
ら
適

切
な
対
応
を
取
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
手

引
書
で
あ
る
。

例
え
ば
、
人
材
活
用
方
針
を
決
め
る
に
は
、

必
要
な
人
材
要
件
を
的
確
に
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
求
め
る
人
材
の
タ
イ
プ
は
、

同
じ
業
種
や
規
模
の
企
業
で
あ
っ
て
も
、
経

営
の
目
指
す
方
向
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
の

た
め
、方
向
づ
け
の
支
援
ツ
ー
ル
と
な
る「
中

小
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
全
体
像
」
で

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
・
成
長
（
事
業
規
模
）

の
高
い
中
核
人
材
が
必
要
と
な
る
。
外
部
か
ら

の
人
材
を
確
保
す
る
場
合
は
、
期
待
す
る
役
割

を
明
確
に
し
、
潜
在
候
補
が
い
る
と
思
わ
れ
る

チ
ャ
ネ
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
採

用
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
人
材
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
受

け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
職
場
環
境
に
お
け
る

工
夫
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
雇
用
す
る
と
き
に

必
ず
し
も
人
数
で
考
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

社
外
か
ら
採
用
す
る
場
合
、
ど
う
し
て
も
正

社
員
一
人
を
雇
用
す
る
と
考
え
が
ち
だ
が
、

中
小
企
業
で
は
オ
ー
バ
ー
サ
プ
ラ
イ
（
供
給

過
剰
）
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ご
と
に
雇
う
、
週
三
日
な
ど
時
間
や
日

に
ち
で
雇
う
、
業
務
委
託
に
す
る
、
兼
業
・

兼
業
・
副
業
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
プ
ロ
ボ

ノ
活
動
は
、
人
生
百
年
時
代
の
新
し
い
働
き

方
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
近

年
注
目
さ
れ
て
い
る
。
期
間
限
定
の
出
向
・

社
会
人
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
別
の

組
織
で
活
躍
し
た
り
、
異
な
る
組
織
文
化
に

触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
転
職
の
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
兼

業
・
副
業
の
解
禁
は
、
大
企
業
に
と
っ
て
も
、

柔
軟
な
働
き
方
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
と

い
っ
た
観
点
か
ら
有
効
な
戦
略
と
な
り
う
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

中
小
企
業
の
人
手
不
足
の
解
消
に
は
、
企

業
側
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
潜
在
的
な
働
き

手
の
マ
イ
ン
ド
を
ど
う
変
え
る
か
、
企
業
と

働
き
手
を
つ
な
ぐ
中
間
機
関
を
ど
う
形
成
す

る
か
と
い
っ
た
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
も
重

要
と
い
え
る
。
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人材確保
支援ツール

人材マネジメント
全体像 事例集 伴走ステップ人手不足解消

5ステップ
支援
ツール

戦略の優先づけ

戦術・業務の見直し

人材活用方針の
明確化

求人・採用/
発見・育成

採用後・育成後
フォローアップ

中小企業が取り組むべき手順 経営支援機関（伴走役）

❶やるべきことの確認 ❷情報整理 ❸方向づけ ❹施策の選択 ❺ツールの活用促進・支援の実施

事業戦略、
経営課題を整理

人材要件を整理
人材活用方針を整理

自社の事業戦略に応じ、
人材活用方針を検討

他社事例を参考に、
自社に最適な施策を
選択し、実行

自社で取り組む
施策を整理

1

2

3

4

5

経営課題の
具体化・明確化を
支援する

解決の方向性を検
討し、必要な人材
タイプを議論する

事例集から、取り
組み可能な具体的
な施策を提案する

図1　中小企業における人材確保支援メソッド

図2　中小企業の人材マネジメント全体像

必
要
な

人
材

 

人
材
活
用
方
針

必
要
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

外
部
調
達

内
部
育
成

• 足りない分を労働
人材で補強

•既存ビジネスを型化
（形式化）した上で、
大人数の労働人材
と、少人数の管理
人材を確保

• シナジーを踏まえ、
少人数の創造人材
を確保

• ハブとなる番頭人
材に加え、創造人
材と管理人材を一
定数確保

• 後継者となる経
営 人 材 を 1 名
確保

•事業を維持する上で
の最低人員を確保

• 労働人材について、
量を重視した採用
や定着を図り、人
材を確保

• 期待する役割を明
確化し、創造人材
を採用

• 必要な創造人材を
中心に外部調達

• 即戦力となる経
営人材を確保

• 経営者自らが、完結
させることができ、
実質不要

• 管理人材について
は、既存ビジネス
に対する理解が必
要なため、内部育
成前提

• 生え抜きで、創造
人材を育てること
は難しい

• あらかじめ、番頭
人材や管理人材候
補を計画的に育成

• あらかじめ、経
営人材候補を
計画的に育成

• あらかじめ不足す
る正味の人材を見
極め、適切な採用・
定着を実践する

※必要な部門や、業務
内容の棚卸を行い、
要件の明確化を行う
など

• 標準化・定型化で
きれば、多様な人
材を活用すること
が有効

• 管理人材養成のた
め、キャリアパス
や育成・評価の仕
掛けが必要

• これまでと異なる
チャネルを活用

• 魅力発信ツールなど
を活用し、自社で働
く魅力を適切に伝
え、誘引

• 創造人材を逃がさな
い職場環境の工夫が
必要

• 新規部門設置など、
大規模な組織変革と
権限委譲が必要

• 番頭人材養成には、
相応の時間がかかる
ため、候補の見極め
と、育成施策の選択
と集中が重要

• スムーズな権限
委譲が必要

• 経営人材候補の
見 極 め と、 育
成施策の選択
と集中が重要

労働人材…事業運営上必要な労働力を提供し、上位者の指揮の下、業務を行う人材
管理人材…経営方針・計画を担当組織へ展開し、部下の動機づけ・育成を行う人材
創造人材…自身の専門性・特殊性を磨き、部門を超えて力を発揮する人材
番頭人材…部門連携や経営資源の組み合わせを推進し、シナジー効果を最大化する人材
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海
外
展
開
の
た
め

専
門
人
材
を
求
人

洋
菓
子
製
造
業
の
株
式
会
社
サ
ン
ラ
ヴ
ィ

ア
ン
は
、
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年

に
設
立
さ
れ
た
。
柔
ら
か
な
生
地
と
食
べ
や

す
い
大
き
さ
が
特
徴
の
ベ
ル
ギ
ー
ワ
ッ
フ
ル

を
は
じ
め
、
洋
酒
漬
け
の
フ
ル
ー
ツ
を
練
り

込
ん
だ
フ
ル
ー
ツ
ケ
ー
キ
や
、
し
っ
と
り
と

き
め
細
か
い
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
商
品
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
モ
ン
ド
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
き
た
。

お
い
し
さ
や
品
質
の
安
全
性
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
訴
求
力
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
同

社
は
、
身
近
な
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
と
し
て
地

元
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
に
よ
り
国
内
市
場
の
縮
小
が
見

込
ま
れ
る
な
か
、
近
年
食
品
メ
ー
カ
ー
の
海

外
進
出
が
相
次
い
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
国
内

市
場
を
中
心
と
し
て
い
た
同
社
も
、
会
社
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
大
き
な
経
営
課
題
と
捉
え
、

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
ご
ろ
か
ら
海

外
へ
の
事
業
展
開
を
模
索
し
て
き
た
。

「
海
外
進
出
に
向
け
、
一
度
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
法
人
を
設
立
し
た
の
で
す
が
、
本
格
的
に

事
業
展
開
す
る
に
は
現
地
生
産
・
現
地
販
売

が
不
可
欠
だ
と
実
感
し
、
改
め
て
二
〇
一
七

（
平
成
二
十
九
）
年
に
現
地
法
人
を
ベ
ト
ナ

ム
に
設
立
し
、
工
場
を
建
設
し
ま
し
た
。
ベ

ト
ナ
ム
を
選
ん
だ
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
誠

実
さ
に
触
れ
、
彼
ら
と
一
緒
に
働
く
な
ら
安

全
安
心
な
食
品
を
毎
日
出
荷
で
き
る
と
い
う

確
信
を
得
た
か
ら
で
す
」
と
副
社
長
の
占う

ら

部べ

龍た
つ
弘ひ
ろ
さ
ん
は
語
る
。

卸
会
社
を
通
さ
ず
に
現
地
で
販
路
を
開

拓
す
る
た
め
、
語
学
力
だ
け
で
な
く
、
商
談

ス
キ
ル
、
貿
易
実
務
経
験
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
を
併
せ
持
つ
専
門
人
材
が
必
要
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
同
社
は
、
岡
山
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
の
企
業
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
会
に
参
加
し
、
海
外
事
業
の
拡

大
を
実
現
で
き
る
人
材
を
募
集
し
た
。

そ
の
求
人
に
応
募
し
た
の
が
、
現
在
営
業

本
部
で
海
外
事
業
を
担
当
す
る
石
原
真
弓
さ

ん
だ
。
学
生
時
代
に
米
国
で
ホ
テ
ル
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
、
そ
の
後
広
島
市

の
ホ
テ
ル
や
地
元
岡
山
の
ス
ー
パ
ー
、
国
立

大
学
の
国
際
連
携
関
連
部
署
で
勤
務
し
た
。

ス
ー
パ
ー
で
は
商
品
企
画
部
で
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
食
品
の
海
外
生
産
や
仕
入
れ
に

携
わ
り
、
石
原
さ
ん
は
も
う
一
度
食
品
貿
易

に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
求
人
に
応
募
し

た
。
家
庭
を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
な
ど
に
よ
り
柔

軟
な
働
き
方
を
目
指
す
同
社
の
姿
勢
に
も
魅

力
を
感
じ
た
と
い
う
。

「
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
培
っ
た
知
識
や
ス
キ
ル

が
あ
り
、
海
外
の
お
客
さ
ま
と
も
直
接
や
り

取
り
が
で
き
る
石
原
さ
ん
は
、
新
規
顧
客
獲

得
に
お
い
て
大
い
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
現

在
当
社
で
は
、
十
カ
国
の
企
業
と
取
引
を
す

る
よ
う
に
な
り
、
従
業
員
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
と
し
て
の
意
識
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
女
性
の
場
合
、
出
産
や
育
児
を
契
機
に

仕
事
を
辞
め
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
今
は

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
一
台
あ
れ

ば
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る
時
代
。
こ
れ
か

ら
は
働
き
方
を
会
社
が
決
め
る
の
で
は
な

く
、
従
業
員
一
人
一
人
が
自
分
に
あ
っ
た
働

き
方
を
定
義
で
き
る
よ
う
な
柔
軟
な
仕
組
み

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

技
能
実
習
生
が
安
心
し
て

働
け
る
環
境
を
つ
く
る

サ
ン
ラ
ヴ
ィ
ア
ン
は
岡
山
県
里
庄
町
の
本

社
工
場
で
も
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
を
雇

用
し
て
お
り
、
彼
ら
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
現
地
で
の
面
接
を

経
て
採
用
が
決
ま
る
と
、
ま
ず
は
二
〇
一
八

（
平
成
三
十
）
年
四
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
ベ

ト
ナ
ム
工
場
で
研
修
を
行
い
、
仕
事
の
内
容

や
会
社
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
。
日
本
語

の
語
学
研
修
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
い
る
日
本

人
ス
タ
ッ
フ
と
も
会
話
が
で
き
る
た
め
、
実

用
的
な
会
話
を
学
べ
る
こ
と
が
利
点
だ
。
実

習
期
間
の
三
年
を
経
て
、
最
長
五
年
間
日
本

で
働
く
こ
と
が
で
き
、
ベ
ト
ナ
ム
に
帰
国
後

も
現
地
工
場
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
。

「
日
本
で
働
く
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
が
増

え
た
た
め
、
実
習
を
終
え
て
帰
国
し
た
後
、

日
系
企
業
へ
就
職
す
る
こ
と
が
以
前
よ
り
難

し
く
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
、

日
本
で
働
い
た
経
験
や
知
識
を
そ
の
後
も
生

か
せ
る
よ
う
、
現
地
法
人
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
の
役
職
に
も
就
け
る
コ
ー
ス
を
用
意
し

て
い
ま
す
」

本
社
工
場
で
は
、
母
国
の
家
族
と
頻
繁

に
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
W
i-

F
i
環
境
を

整
備
し
、
病
気
の
と
き
は
日
本
語
が
堪
能
な

ベ
ト
ナ
ム
人
管
理
者
が
病
院
に
付
き
添
う
な

ど
、
異
国
で
働
く
彼
ら
の
不
安
解
消
に
努
め

て
い
る
。

「
海
外
事
業
は
失
敗
の
連
続
」
と
話
す
占
部

さ
ん
。
自
信
の
あ
っ
た
商
品
が
売
れ
ず
、
期

待
し
て
い
な
か
っ
た
商
品
が
売
れ
る
な
ど
、

商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
販
売
先
も
試
行
錯
誤

の
連
続
だ
っ
た
が
、
現
在
は
日
系
の
販
路
を

中
心
に
販
売
先
を
拡
大
し
て
い
る
。

「
海
外
事
業
で
は
現
地
の
人
の
心
を
理
解
す

る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。
食
文
化
だ
け

で
な
く
、
今
の
ベ
ト
ナ
ム
人
に
と
っ
て
お
菓

子
と
は
ど
う
い
う
存
在
か
、
食
べ
物
に
対
す

る
切
実
な
思
い
に
気
づ
け
な
い
と
商
品
は
売

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
お
客
さ
ま
だ
け
で
な

く
、
ベ
ト
ナ
ム
人
従
業
員
の
心
を
理
解
す
る

こ
と
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。
彼
ら
が
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
に
常
に
気
に
か
け
る
こ
と

は
、
企
業
と
し
て
の
責
任
だ
と
思
い
ま
す
」

生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
に
よ
り

社
員
の
モ
チ
ベー
ション
も
上
が
る

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
に
は
働
き
方
改

革
関
連
法
の
ほ
か
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
も

施
行
さ
れ
た
。
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
は
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
、
発
注
数
を

抑
制
し
て
お
り
、
食
品
メ
ー
カ
ー
は
「
た
く

さ
ん
作
っ
て
安
く
売
る
」
と
い
う
考
え
方
か

ら
「
効
率
よ
く
作
り
、
適
正
な
価
格
で
売
る
」

と
い
う
考
え
方
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
同
社
で
は
生
産
性
を

上
げ
る
た
め
、
現
場
改
革
に
も
取
り
組
ん
で

き
た
。
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
サ
ポ
ー

ト
で
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
か
ら

三
年
間
、
マ
ツ
ダ
Ｏ
Ｂ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か

ら
歩
留
ま
り
改
善
、
生
産
性
向
上
の
指
導
を

受
け
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
期
は
過
去
最

高
の
粗
利
益
率
と
な
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち

の
改
善
策
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
落
と
し

込
み
、
実
際
に
成
果
が
数
字
と
し
て
現
れ
て

く
る
こ
と
で
、
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
大
き
く
上
が
り
、
二
十
代
後
半
か

ら
三
十
代
の
中
間
管
理
者
層
が
大
き
く
成
長

し
た
と
い
う
。

「
企
業
の
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

も
外
部
環
境
の

変
化
に
合
わ
せ

て
変
え
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
」

外
部
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
変
革

株
式
会
社
サ
ン
ラ
ヴ
ィ
ア
ン  

《
岡
山
県
里さ
と

庄し
ょ
う

町ち
ょ
う

》

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
働
き
方
改
革
な
ど
外
部
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
企
業

は
成
長
へ
の
道
筋
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
く
べ
き
か
。
株
式
会
社
サ
ン
ラ
ヴ
ィ

ア
ン
で
は
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

ベトナムでの商談会ベトナムで販売しているギフト商品「マイケーキ」海外での展示会。右が海外事業担当の石原真弓さん

2018年4月に出荷を開始したベトナム工場占部龍弘副社長

地
域
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サンラヴィアンの代表的な商品。（上から右回りに）フルー
ツケーキ、黄福ろうる、ベルギーの朝、デコレーションス
ポンジ台
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支
援
す
る
。
二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年
四

月
に
は
四
十
名
の
合
同
入
社
式
を
行
っ
た
。

ま
た
、
経
営
者
の
理
解
を
深
め
、
企
業
間
の

信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
、

経
営
者
を
対
象
と
し
た
育
成
事
業
「
あ
き
た
か

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ア
ド
バ
ン
ス
倶
楽
部
」
を
近

年
開
始
し
た
。

企
業
間
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

知
識
や
経
験
を
得
る

「
あ
き
た
か
た
コ
ン
ソ
」
の
特
徴
の
一
つ
が
企

業
間
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。「
繁
忙
期
に

人
手
が
足
り
な
い
」「
他
社
の
管
理
方
法
を
取

り
入
れ
た
い
」
と
い
っ
た
企
業
が
抱
え
る
課
題

を
登
録
企
業
間
の
人
材
の
送
り
出
し
と
受
け
入

れ
に
よ
っ
て
解
決
す
る
仕
組
み
だ
。
企
業
間

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
企
業

地
域
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

地
域
全
体
で
一
つ
の
会
社

と
い
う
考
え
方

「
あ
き
た
か
た
コ
ン
ソ
」
は
、
地
元
企
業
で

働
く
こ
と
の
魅
力
を
増
進
し
、
地
域
人
材
の

育
成
を
強
化
す
る
た
め
、
二
〇
一
四
（
平
成

二
十
六
）
年
に
安
芸
高
田
市
で
始
ま
っ
た
取
り

組
み
だ
。
安
芸
高
田
市
、
同
市
地
域
振
興
事
業

団
、
産
業
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
工
業
会
、
商

工
会
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
N
P
O
法
人
キ
ャ

リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
広
島
（
以
下
、
キ
ャ
リ
プ

ロ
広
島
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は
、
二
〇
一
三
（
平

成
二
十
五
）
年
四
月
の
内
閣
府
「
若
者
・
女
性

活
躍
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
キ
ャ
リ
プ
ロ
広

島
代
表
理
事
の
有
田
耕
一
郎
さ
ん
が
「
地
域
人

材
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
構
想
を
発
表
し
た

こ
と
だ
っ
た
。
大
手
商
社
に
十
八
年
間
勤
務
し

た
経
験
を
持
つ
有
田
さ
ん
は
、
若
者
が
地
方
の

中
小
企
業
を
敬
遠
し
た
り
、
就
職
し
て
も
定
着

し
な
い
背
景
と
し
て
、
①
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
を

経
験
し
な
が
ら
能
力
を
伸
ば
す
機
会
が
な
い
、

②
同
年
代
の
仲
間
が
少
な
い
、
③
人
間
関
係
に

問
題
が
生
じ
て
も
異
動
で
き
な
い
、
な
ど
の
問

題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
こ
れ
ら
の
解
決
策
と

し
て
、
地
域
内
で
の
企
業
連
携
を
提
案
し
た
。

こ
の
構
想
が
、
内
閣
官
房
・
内
閣
府
な
ど

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
有
田
さ
ん
は
同
年

九
月
か
ら
六
カ
月
間
、
地
域
人
材
育
成
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
地
域
産
業
活
性
化
推
進
方

策
調
査
の
実
証
実
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め

た
。
二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
は
、
有
田
さ
ん
が

携
わ
る
「
あ
き
た
か
た
コ
ン
ソ
」
が
経
済
産
業

省
の
地
域
企
業
人
材
共
同
育
成
事
業
に
採
択
さ

れ
て
二
年
間
実
施
さ
れ
た
。
二
〇
一
六
（
平
成

二
十
八
）
年
四
月
以
降
は
、
安
芸
高
田
市
の
支

援
事
業
と
し
て
、
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

「
地
域
の
人
事
部
」
と
し
て

企
業
間
の
信
頼
関
係
を
構
築

「
あ
き
た
か
た
コ
ン
ソ
」
は
安
芸
高
田
市
内
お

よ
び
周
辺
地
域
に
拠
点
を
置
く
す
べ
て
の
企
業

が
登
録
対
象
で
、
現
在
約
六
十
社
が
登
録
し
て

い
る
。
登
録
後
、
情
報
交
換
会
や
交
流
会
な
ど

に
参
加
し
、
地
元
企
業
同
士
で
親
睦
を
深
め
、

そ
の
後
、
個
別
面
談
で
今
後
の
取
り
組
み
を
話

し
合
う
と
い
う
流
れ
だ
。

そ
の
活
動
事
務
局
で
あ
る
キ
ャ
リ
プ
ロ
の
役

割
は
い
わ
ば
「
地
域
の
人
事
部
」
で
あ
る
。
合

同
研
修
会
や
テ
ー
マ
別
研
修
会
を
開
催
し
、
同

期
会
も
形
成
。
さ
ら
に
中
核
人
材
の
採
用
・
育

成
・
定
着
を
目
的
と
し
て
、
地
元
の
高
校
生
を

対
象
に
し
た
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
た

り
、
U
I
J 

タ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
も

の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
っ
た
後
、
受
け
入
れ
企
業

を
選
定
し
、
契
約
を
締
結
。
業
務
分
担
や
役
割

を
決
定
し
、
社
内
で
体
制
を
整
備
し
た
後
、
業

務
を
開
始
す
る
。

登
録
企
業
の
一
つ
、
毎
年
三
十
ト
ン
の
ゆ
ず

を
収
穫
し
て
加
工
品
を
製
造
し
て
い
る
川
根

柚ゆ

子ず

協
同
組
合
で
は
、
十
～
十
二
月
の
収
穫
時

期
は
い
つ
も
人
手
が
足
り
な
い
状
況
だ
っ
た
。

「
あ
き
た
か
た
コ
ン
ソ
」
を
通
じ
、
こ
の
期
間

だ
け
、
ま
つ
も
と
園
芸
サ
ー
ビ
ス
か
ら
二
十
代

の
造
園
業
務
担
当
者
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、
人
手
不
足
が
解
消
さ
れ
、
造
園
業
者
な

ら
で
は
の
果
樹
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
得
ら
れ
る

と
い
う
利
点
も
あ
っ
た
。一
方
、出
向
者
に
と
っ

て
は
果
実
原
料
の
加
工
に
お
け
る
生
産
管
理
と

品
質
管
理
技
術
の
習
得
に
つ
な
が
り
、
思
わ
ぬ

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
た
。

キ
ャ
リ
プ
ロ
広
島
で
は
二
〇
一
九
年
六
月

に
、
大
手
人
材
派
遣
業
の
パ
ソ
ナ
と
連
携
し
て

「
複
業
で
ご
縁
む
す
部
in
広
島
・
あ
き
た
か
た
」

を
始
動
し
た
。
ま
ず
、
東
京
と
広
島
で
説
明
会

を
行
い
、
副
業
で
安
芸
高
田
市
の
企
業
で
働
き

た
い
と
い
う
人
々
を
募
集
。
十
月
と
十
一
月
に

は
、
一
泊
二
日
の
日
程
で
安
芸
高
田
市
の
企
業

を
訪
問
し
た
。
そ
の
後
、
ツ
ア
ー
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
、
四
十
名
が
参
加
登
録
し
て
自
身
の
ア

イ
デ
ア
を
披
露
し
た
。
お
互
い
の
ニ
ー
ズ
が
合

え
ば
、
副
業
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
マ
ッ

チ
ン
グ
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

「
参
加
企
業
の
中
に
は
、初
め
は
半
信
半
疑
だ
っ

た
方
も
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
呼
び
か
け
に

応
え
て
、
意
欲
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
副
業

マ
ッ
チ
ン
グ
も
十
五
社
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

後
も
参
加
企
業
を
増
や
す
と
と
も
に
、
多
方
面

で
活
動
で
き
る
よ
う
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
有
田
さ
ん
は
語
る
。

八
千
代
運
輸
倉
庫

あ
き
た
か
た
コ
ン
ソ
を
通
じ

会
社
の
意
識
を
改
革

創
業
か
ら
六
十
三
年
の
歴
史
を
持
ち
、
従

業
員
九
十
七
名
を
抱
え
る
有
限
会
社
八
千
代

運
輸
倉
庫
も
参
加
企
業
の
一
つ
だ
。

「
あ
き
た
か
た
コ
ン
ソ
に
参
画
し
て
、
会
社
に

対
す
る
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
が
一
新
さ
れ
ま
し

た
」
と
同
社
総
務
・
経
理
部
長
の
宮
中
裕
子
さ

ん
は
語
る
。
同
社
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
家

族
的
な
雰
囲
気
が
持
ち
味
で
、
そ
う
し
た
風
土

を
社
員
も
好
ん
で
い
る
と
捉
え
て
い
た
が
、「
あ

き
た
か
た
コ
ン
ソ
」の
企
業
間
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
二
十
代
の
男
性
社
員
を
異
業
種
の
鋳
物
会

社
へ
派
遣
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

全
体
の
作
業
工
程
を
把
握

し
つ
つ
、
自
分
に
求
め
ら

れ
る
役
割
を
そ
の
都
度
判

断
し
な
が
ら
手
際
よ
く
働

く
周
り
の
人
の
姿
に
刺
激

を
受
け
、
仕
事
に
対
す
る

姿
勢
が
見
違
え
る
ほ
ど
積

地
域
の
人
事
部
と
な
っ
て

企
業
の
交
流
や
連
携
を
促
し
、

人
材
の
課
題
を
解
決
す
る

あ
き
た
か
た
コ
ン
ソ  
《
広
島
県
安
芸
高
田
市
》

安
芸
高
田
市
で
は
、
市
内
の
企
業
が
連
携
し
て
従
業
員
の
採
用
や
研
修
、
企
業
間

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
す
る
地
域
人
材
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
業
「
あ

き
た
か
た
コ
ン
ソ
」
を
組
織
し
て
い
る
。
地
域
を
一
つ
の
会
社
と
見
立
て
て
交
流

を
図
る
こ
の
事
業
に
よ
り
、
社
内
の
意
識
改
革
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。

企業間の信頼関係構築のため、地域内の企業を集めて情報交換会を開催
写真提供：NPO法人キャリアプロジェクト広島

特集

高校生向けの合同企業説明会で自社の魅力を
アピールする宮中裕子部長（右）　
写真提供：有限会社八千代運輸倉庫

あきたかたコンソ構想

合同研修でレクチャーを行う竹本
寛美副代表　写真提供：NPO法人
キャリアプロジェクト広島

極
的
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

ま
た
、
職
場
外
研
修
を
通
じ
、
自
社
に
足

り
な
い
の
は
自
社
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
能

力
で
あ
る
こ
と
も
痛
感
し
た
。
キ
ャ
リ
プ
ロ
広

島
の
竹
本
寛ひ

ろ

美み

副
代
表
か
ら
助
言
を
受
け
な
が

ら
、
高
校
生
向
け
の
会
社
見
学
会
や
合
同
企
業

説
明
会
で
自
社
の
魅
力
を
最
大
限
伝
え
ら
れ
る

よ
う
意
識
を
変
え
て
い
っ
た
。
説
明
役
は
、
宮

中
部
長
と
若
手
の
女
性
社
員
が
担
い
、
掲
示
す

る
ポ
ス
タ
ー
は
わ
か
り
や
す
さ
を
重
視
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
高
校
生
の
新
卒
採
用
は

ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
は
女
性

二
名
が
入
社
。
来
年
度
は
男
性
社
員
の
獲
得
を

目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
同
社
も
参
加
し
て
い
る
「
複
業
で
ご

縁
む
す
部
in
広
島・あ
き
た
か
た
」
で
は
、「
広

報
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
参
加
者
を
見
つ
け
、
一

緒
に
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
宮
中
部
長
。
セ
オ
リ
ー
通
り
の
P
R
で

は
な
く
、
フ
ァ
ン
の
目
線
で
温
か
み
の
あ
る
自

社
の
情
報
を
発
信
で
き
る
人
材
を
見
つ
け
よ
う

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

（
文
・
藤
沢 

享
乃
）

A社 B社

安芸高田市

安芸高田市を一つの会社と捉え、コーディネーターが
“地域の人事部” となって、地域人材の育成を強化する

企業間ローテーション
合同研修会

合同行事
（入社式、
合同懇親会）

キャリア
カウンセ
リング

人材の送り出しと受け入れで企業の課題を解決

登録企業

地域人材育成コーディネーター（キャリプロ広島）

■ 登録・利用の流れ

■ コンセプト

企業登録

情報交換会＆交流会
への参加

担当者による個別面談

あきたかたマネジメントアドバンス
倶楽部（経営者等研修会）への参加

等
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落
ち
ま
し
た
。
自
信
を
持
っ
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
き
る
商
品
だ
と
確
信
し
ま
し
た
」

同
社
と
の
協
業
を
検
討
す
る
な
か
で
、
同

社
が
後
継
者
不
在
に
よ
り
事
業
継
続
が
困
難

な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
認
識
。
希
少
な
地
域

産
品
の
生
産
を
継
続
し
、
従
業
員
の
雇
用
や

生
活
を
守
る
た
め
に
は
、
あ
き
ん
ど
太
郎
が

同
社
の
事
業
を
譲
り
受
け
る
こ
と
が
良
い
と

判
断
し
、
協
議
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
お
い
て
大
切
な

の
は
、
理
論
や
税
制
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
想
い
の
伝
承
だ
と

松
井
氏
は
強
調
す
る
。
事
業
承
継
に
向
け
た

話
し
合
い
の
な
か
で
、
育
ま
れ
る
信
頼
関
係

こ
そ
が
最
も
重
要
だ
と
話
す
。

「
経
営
者
、
特
に
創
業
者
に
と
っ
て
会
社
は

自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
愛
情

と
情
熱
を
注
ぎ
、
育
て
て
き
た
誇
り
が
あ
る
。

で
す
か
ら
、
経
営
へ
の
想
い
に
丁
寧
に
耳
を

傾
け
、
信
頼
を
得
た
上
で
話
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
」

二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年
三
月
に

事
業
譲
渡
契
約
を
締
結
。
信
頼
関
係
を
築
く

た
め
、
締
結
ま
で
に
二
年
を
要
し
た
。
同
年

十
月
か
ら
あ
き
ん
ど
太
郎
で
え
ご
ま
油
の
製

造
・
販
売
を
始
め
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
進
め
方
を

踏
ま
え
た
上
で
、
六
次
産
業
化
な
ど
競
争
力

や
収
益
性
を
高
め
る
方
策
を
見
い
だ
し
て
い

く
。
従
来
の
え
ご
ま
油
の
販
売
だ
け
で
は
な

◆株式会社あきんど太郎：0858（71）0219   URL http://akindo-taro.co.jp　  写真提供：株式会社あきんど太郎

百
人
の
社
長
を
輩
出
す
る
事
業
承
継
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
目
指
す

事
業
承
継
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

受
け
皿
と
な
る
地
域
商
社
を
設
立

あ
き
ん
ど
太
郎
の
代
表
取
締
役
店
主
を
務

め
る
松
井
太
郎
さ
ん
は
大
阪
市
出
身
で
、
大

学
卒
業
後
に
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
へ
入

社
し
た
。
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
に
起

業
し
て
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
設

立
し
、
そ
の
後
、
と
っ
と
り
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
の
戦
略
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
委
嘱
さ
れ
た
。
戦
略
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
中

小
企
業
の
経
営
課
題
を
把
握
し
、
そ
の
課
題

解
決
に
必
要
な
人
材
確
保
の
支
援
と
採
用
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
を
任
務
と
す
る
。

「
就
任
当
初
、
鳥
取
に
知
り
合
い
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦

略
事
業
の
活
動
を
通
じ
て
出
会
っ
た
人
た
ち

の
一
途
な
鳥
取
愛
に
感
銘
を
受
け
、
地
域
の

活
性
化
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
を
強
め

ま
し
た
」
と
松
井
さ
ん
は
振
り
返
る
。
生
活

拠
点
を
東
京
か
ら
鳥
取
に
移
し
、
二
〇
一
六

（
平
成
二
十
八
）
年
一
月
か
ら
戦
略
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
活
動
を
開
始
し
た
。

松
井
さ
ん
が
手
始
め
に
行
っ

た
の
は
県
内
中
小
企
業
の
実
態

把
握
で
、
面
談
を
申

し
入
れ
て
経
営
者
に

会
い
、
会
社
の
現
状

や
課
題
な
ど
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
進
め
た
。

そ
の
数
は
、
現
在
ま

で
の
四
年
間
で
七
百

社
に
上
っ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
販
路
開
拓
と
商
品
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
事
業
承
継
に
悩
み
を
抱
え
て
い

る
中
小
企
業
が
多
い
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

「
特
に
経
営
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
在
の

問
題
は
深
刻
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
の
採
用
サ

ポ
ー
ト
に
加
え
、
事
業
承
継
の
た
め
の
支
援

の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
」

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
の

枠
組
み
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
と
考
え
た

松
井
さ
ん
は
、
地
域
産
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
う
と
同
時
に
事
業
承
継
の
受
け
皿
と

も
な
り
う
る
会
社
の
設
立
を
思
い
描
く
よ
う

に
な
る
。
そ
の
構
想
が
地
元
金
融
機
関
で
あ

る
鳥
取
銀
行
に
伝
わ
り
、
一
緒
に
地
域
商
社

の
「
あ
き
ん
ど
太
郎
」
を
立
ち
上
げ
た
。

後
継
者
不
在
の
企
業
か
ら

え
ご
ま
油
製
造
事
業
を
承
継

地
域
商
社
と
し
て
ま
ず
始
め
た
事
業
が
、

地
域
な
ら
で
は
の
商
品
を
生
産
す
る
地
元
事

業
者
に
対
し
、
地
域
産
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
販
路
開
拓
、
商
品
開
発
な
ど
を
支
援
す

る
ロ
ー
カ
ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
。
そ
の

事
業
に
取
り
組
む
な
か
で
出
会
っ
た
の
が
、

え
ご
ま
油
を
製
造
・
販
売
す
る

「
株
式
会
社
ア
イ
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ネ
ッ
ト
」
で
あ
る
。

同
社
は
、
鳥
取
県
職
員
を
定

年
退
職
し
た
岩
下
文
廣
さ
ん
が

二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
に

設
立
し
た
会
社
で
、
希
少
な
有

機
え
ご
ま
製
造
加
工
の
許
認
可

を
取
得
し
、
三
千
坪
の
農
地
で

え
ご
ま
を
栽
培
し
て
高
品
質
の

え
ご
ま
油
を
製
造
・
販
売
し
て

き
た
。

オ
メ
ガ
３
系
脂
肪
酸
を
多
く

含
む
え
ご
ま
油
は
、
体
に
良
い

油
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、

商
材
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
高
い
と
松
井
さ
ん
は
考
え
て

い
た
。

「
岩
下
さ
ん
か
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
サ
ラ

ダ
な
ど
に
使
っ
て
み
た
と
こ

ろ
、
短
期
間
で
体
重
が
ぐ
ん
と

株
式
会
社
あ
き
ん
ど
太
郎  

《
鳥
取
県
八
頭
町
》

優
れ
た
商
品
や
技
術
を
持
ち
な
が
ら
も
、
後
継
者
不
在
に
よ
り
事
業
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
る
中
小
企
業
は
少
な
く
な
い
。
地
域
商
社
の
株
式
会
社
あ
き
ん
ど
太
郎
で

は
、
こ
う
し
た
地
域
資
源
を
守
り
な
が
ら
、
事
業
承
継
に
よ
っ
て
地
域
活
性
化
を

目
指
す
モ
デ
ル
の
確
立
を
図
っ
て
い
る
。

青々と育ったえごま。10月に種子を収穫して油を製造する

あきんど太郎の松井太郎さんとアイ、ヒューマン
ネットの岩下文廣さん・寿子さん夫妻（右から）

（日本海新聞2019年4月25日掲載）

く
、
え
ご
ま
関
連
商
品
の
品
揃
え
を
増
や
す

予
定
だ
。
ま
ず
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
に
着
目

し
て
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
開
発
し
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
販

路
を
開
拓
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

意
欲
と
志
の
あ
る
若
者
に
託
す

「
あ
き
ん
ど
百
人
計
画
」を
構
想

鳥
取
県
は
二
〇
一
九
年
一
月
に
推
計
人
口

が
五
十
六
万
人
を
割
り
込
み
、
そ
の
後
も
緩

や
か
な
減
少
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

と
っ
と
り
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略

拠
点
で
は
、
U
I
J
タ
ー
ン
に
よ
る
都
市
部

か
ら
の
人
材
還
流
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
二
〇
一
九
年
度
か
ら
は
大
企
業
と

連
携
し
た
人
材
交
流
も
推
進
し
て
き
た
。
今

回
あ
き
ん
ど
太
郎
で
行
っ
た
事
業
譲
受
は
、

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
の
あ
る
若
者
を
鳥
取

県
に
惹
き
つ
け
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
り
う

る
だ
ろ
う
。

松
井
さ
ん
自
身
も
、
あ
き
ん
ど
太
郎
を
後

継
者
が
い
な
い
鳥
取
県
内
企
業
の
事
業
承
継

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
、
引
き
受
け
た

企
業
の
経
営
を
意
欲
と
志
の
あ
る
若
者
に
託

し
て
世
代
交
代
を
図
る
「
あ
き
ん
ど
百
人
計

画
」
を
構
想
中
だ
。

「
ゼ
ロ
か
ら
の
起
業
だ
け
で
な
く
、
事
業
承

継
に
よ
っ
て
鳥
取
に
百
人
の
元
気
な
新
社
長

を
誕
生
さ
せ
た
い
」
と
次
の
目
標
に
思
い
を

馳
せ
て
い
る
。

地
域
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

アイ、ヒューマンネッ
トで販売していた「有機
えごま油」。現在、商品
はリニューアル中 えごまの種子を収穫するスタッフ

特集

地域の中堅・中小企業

人材ニーズ

連携連携

マッチング

プロフェッショナル
人材

パートナーシップ

都市部大企業等

民間人材ビジネス事業者金融機関
プロフェッショナル人材事業

従来事業
からの脱却
（気づき）

新事業開発
新販路開拓等

（攻めの経営）

戦略実現を担う
プロ人材ニーズ

の明確化

プロフェッショナル人材戦略拠点
プロフェッショナル人材戦略マネージャー

● 経営者の気づきを促進
● 人材ニーズの掘り起こし

関係機関・人材市場を活用
し、プロフェッショナル人
材と、人材ニーズのマッチ
ングを図る
その後もフォローアップ●

●

人材交流
 （出向・研修等）
への協力
地域企業で働くこと
で、従業員のキャリ
アを生かす、キャリ
アアップを図る

※

●

プロフェッショナル人材戦略拠点の仕組み
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性
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
は
大
企

業
よ
り
も
従
業
員
数
が
圧
倒
的
に
少
な
い
も

の
の
、
創
業
家
の
影
響
が
強
い
た
め
、
現
実

的
に
身
内
以
外
の
人
が
社
長
に
な
る
こ
と
は

非
常
に
少
な
い
。『
自
分
も
頑
張
っ
た
ら
社

長
に
な
れ
る
』
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
従
業

員
に
働
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
り
ま
し
た
」

同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
採
用
ペ
ー
ジ
に
は
、

「
社
長
に
な
り
た
い
人
、働
い
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
有
言
実
行
、
率そ

っ

先せ
ん

垂す
い

範は
ん

が
社
長
に
求

め
ら
れ
る
姿
勢
だ
と
内
山
さ
ん
は
話
す
。

二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
、
そ
の
当

時
一
番
長
く
勤
め
て
い
た
従
業
員
に
内
山
さ

ん
か
ら
社
長
の
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
た
。
引
き

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
の

「
少
数
精
鋭
の
技
術
者
集
団
」

配
電
盤
や
制
御
盤
な
ど
の
設
計
・
製
作
・

試
運
転
調
整
一
式
を
事
業
と
す
る
株
式
会
社

西
日
本
テ
ク
ノ
は
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）

年
に
山
口
県
下
関
市
豊
浦
町
で
設
立
さ
れ
た
。

創
業
者
で
現
在
は
参
事
の
内
山
昇
さ
ん
は
、

以
前
電
機
メ
ー
カ
ー
等
で
電
気
機
器
の
製
作

に
従
事
し
て
い
た
が
、
退
職
後
も
個
人
で
の

受
注
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
知
り
合
い
の
技

術
者
と
と
も
に
同
社
を
立
ち
上
げ
た
。

同
社
で
設
計
・
製
造
す
る
制
御
シ
ス
テ
ム

は
、
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
・
食
品
プ
ラ
ン
ト
な
ど

の
各
種
製
造
設
備
や
、
発
電
所
・
上
下
水
道

設
備
・
大
規
模
清
掃
工
場
の
環
境
関
連
設
備

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

お
客
さ
ま
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
品
質
が
良

く
、
使
い
や
す
い
機
械
を
製
造
す
る
「
誠
実

な
も
の
づ
く
り
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
い
る
。

「
た
だ
仕
様
書
通
り
に
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

実
際
に
機
械
を
稼
働
さ
せ
る
現
場
の
人
が
使

い
や
す
い
よ
う
に
、
設
置
現
場
を
見
た
上
で

細
部
ま
で
気
を
配
っ
て
設
計
・
製
造
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
仕
事
を
受
注
し
た

後
は
納
入
ま
で
の
各
段
階
で
設
計
担
当
者
、

製
造
担
当
者
が
現
場
へ
行
き
、
立
ち
会
い
検

査
を
し
て
納
品
し
た
後
も
、
試
運
転
や
調
整

で
現
場
に
伺
い
ま
す
」
と
内
山
さ
ん
は
説
明

す
る
。

ど
ん
な
要
望
に
で
も
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
山
口
県
西
部
か
ら
福
岡
県
ま
で
の
半

径
五
十
〜
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
を
商
圏
と

す
る
地
域
密
着
型
で
あ
る
こ
と
も
同
社
の
特

徴
だ
。

「
以
前
紹
介
さ
れ
て
東
京
や
大
阪
の
商
談
会
に

参
加
し
ま
し
た
が
、
受
注
に
結
び
つ
く
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
遠
く
の
仕

事
を
探
る
よ
り
も
、
近
く
の
仕
事
に
一
生
懸
命

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

現
在
の
従
業
員
数
は
三
十
五
名
。
設
計
、

組
立
・
配
線
、
検
査
の
部
門
が
四
分
の
三
近

く
を
占
め
、
そ
の
他
に
営
業
、
総
務
、
資
材

調
達
の
部
門
が
あ
る
。
売
り
上
げ
の
半
分
は
、

各
技
術
者
が
仕
事
を
す
る
な
か
で
既
存
の
顧

客
か
ら
新
た
に
受
注
し
た
案
件
が
占
め
る
。

そ
の
た
め
同
社
で
は
、
技
術
者
が
幅
広
く
ス

キ
ル
を
高
め
て
多
能
工
と
な
り
、
横
断
的
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
持
つ
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

ダ
ー
の
「
少
数
精
鋭
の
技
術
者
集
団
」
と
な

る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
き
た
。

創
業
時
か
ら

「
社
長
は
最
長
十
二
年
」

内
山
さ
ん
は
創
業
時
か
ら
、
社
長
は
最
長

で
三
期
十
二
年
を
掲
げ
て
き
た
。
自
身
も

一
九
九
六
年
の
創
業
時
に
四
十
五
歳
で
社
長

に
就
任
し
た
後
、
五
十
五
歳
で
社
長
を
退
任

し
た
。
最
初
か
ら
任
期
を
限
定
し
て
い
た
の

に
は
、
い
く
つ
か
理
由
が
あ
る
。

「
社
長
と
し
て
精
い
っ
ぱ
い
働
け
る
の
は
十

年
程
度
が
限
界
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
一
人
が
長
く
社
長
を
続
け
て
い
て
は
、

組
織
が
硬
直
化
し
て
成
長
が
停
滞
す
る
可
能

継
ぎ
に
あ
た
り
、
後
継
者
は
や
ま
ぐ
ち
産
業

振
興
財
団
の
経
営
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
な

ど
、
経
営
に
関
す
る
知
識
を
蓄
え
て
い
っ

た
。
社
長
に
就
任
後
、
二
〇
〇
七
（
平
成

十
九
）
年
に
は
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
の
推

進
だ
け
で
な
く
、
経
費
の
削
減
や
生
産
性
・

歩
留
ま
り
の
向
上
に
も
効
果
が
期
待
で
き

る
「
環
境
経
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
制
定
し
た
。

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
に
退
任
す
る

ま
で
の
十
二
年
間
で
、
売
り
上
げ
は
一・
五

倍
近
く
ま
で
拡
大
し
た
と
い
う
。

三
代
目
社
長
は
外
部
か
ら
獲
得

二
代
目
の
社
長
の
任
期
が
残
り
数
年
に

な
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
次
期
社
長
の
候
補
に
な

り
得
る
従
業
員
に
声
を
か
け
て
き
た
が
、
よ

い
返
事
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
発
想

を
切
り
替
え
、
異
業
種
の
人
か
ら
新
し
い
発

想
や
考
え
方
を
導
入
し
た
い
と
い
う
期
待
も

あ
り
、
社
外
か
ら
の
招
へ
い
を
決
心
し
た
。

内
山
さ
ん
は
山
口
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
人
材
戦
略
拠
点
に
相
談
し
、
話
し
合
い
を

繰
り
返
す
な
か
で
求
め
る
経
営
者
像
を
築
い

て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
人
材
紹
介
事
業
者
が

候
補
に
挙
げ
た
人
物
と
個
別
に
面
談
し
て
、

採
用
を
判
断
し
た
。

「
話
し
合
い
を
す
る
な
か
で
求
め
る
条
件
は

い
ろ
い
ろ
と
伝
え
ま
し
た
が
、
一
番
重
視
し

た
の
は
経
営
理
念
に
も
掲
げ
て
い
る
『
社
員

と
家
族
の
幸
せ
を
守
る
こ
と
、
社
員
の
た
め

に
働
く
こ
と
』
で
す
。
ま
た
、
ど
う
い
う
会

社
を
作
り
た
い
か
と
い
う
経
営
方
針
の
作
成

も
条
件
の
一
つ
と
し
ま
し
た
」

そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
社
長
に
就

任
し
た
の
が
現
社
長
の
山
口
健
さ
ん
だ
。
前

職
で
は
メ
ー
カ
ー
や
医
療
機
関
向
け
に
基
幹

業
務
の
プ
ロ
セ
ス
を
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
っ
て
改

革
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
に
従
事
し

た
。
さ
ら
に
、
業
績
が
低
迷
し
て
い
た
協
力

会
社
を
立
て
直
す
た
め
、
事
業
部
長
兼
経
営

企
画
本
部
長
と
し
て
業
務
改
善
に
取
り
組

み
、
赤
字
体
質
か
ら
脱
却
さ
せ
た
実
績
も

あ
っ
た
。
採
用
後
、
二
〇
一
七
年
八
月
に
営

業
部
長
と
し
て
入
社
し
、
十
二
月
に
代
表
取

締
役
社
長
に
就
任
し
た
。
会
社
の
課
題
の
洗

い
出
し
に
取
り
組
み
、
就
任
時
に
、
会
社
の

社
長
の
任
期
を
限
定
し
、

組
織
の
成
長
を
促
す

株
式
会
社
西
日
本
テ
ク
ノ  

《
山
口
県
下
関
市
》

「
誠
実
な
も
の
づ
く
り
」
を
基
本
姿
勢
に
、
各
技
術
者
が
お
客
さ
ま
と
の
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
る
株
式
会
社
西
日
本
テ
ク
ノ
。
組
織
の
成
長
を
促
す
た
め
、
社
長

の
任
期
を
三
期
十
二
年
ま
で
に
限
定
し
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
努
め

て
い
る
。

組立・配線部門

地
域
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

※ 出典：中小企業庁「中小企業白書（2019年版）」

参事の内山昇さん

あ
る
べ
き
姿
を
ま
と
め
た
「
Ｎ
Ｔ
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
０
」
を
発
表
し
た
。

従
業
員
の
価
値
を
上
げ
る
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切

近
年
、
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
難
を

背
景
に
、
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
伴
う
国

内
企
業
同
士
の
Ｍ
＆
Ａ
が
増
加
し
て
お
り
、

地
方
銀
行
が
事
業
承
継
や
Ｍ
＆
Ａ
を
支
援
す

る
な
ど
、
仲
介
ビ
ジ
ネ
ス
が
活
況
を
呈
し
て

い
る
。
か
つ
て
は
、
親
族
内
承
継
が
事
業
承

継
全
体
の
九
割
以
上
を
占
め
て
い
た
が
、
近

年
は
六
割
ほ
ど
に
減
り
、
役
員
・
従
業
員
承

継
や
社
外
へ
の
承
継
が
増
え
て
き
て
い
る
。※

承
継
の
際
に
最
も
苦
労
す
る
と
い
わ
れ
る

の
が
、
取
引
先
や
従
業
員
と
の
関
係
の
維
持

な
ど
、
目
に
見
え
な
い
経
営
資
源
の
承
継
と

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
人
材
、
技
術
、

ノ
ウ
ハ
ウ
、
顧
客
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、

会
社
の
無
形
の
資
産
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
会
社
の
強
み
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

「
少
数
精
鋭
の
技
術
者
集
団
で
あ
る
当
社
の

場
合
、
従
業
員
一
人
一
人
の
価
値
を
高
め
る

こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
現
在
も
社
員
が
資

格
取
得
や
生
産
性
向
上
に
関
す
る
講
習
・
研

修
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
技
能
を
高
め

る
だ
け
で
な
く
『
働
く
こ
と
が
楽
し
い
』
と

思
え
る
よ
う
に
働
き
が
い
を
高
め
る
こ
と
を

働
き
方
改
革
の
中
心
に
し
て
い
ま
す
」

株式会社西日本テクノ本社工場外観
写真提供：株式会社西日本テクノ
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ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
る

キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
に
詰
め
込
め
る
だ
け
の

デ
ニ
ム
を
入
れ
、
向
か
っ
た
先
は
ジ
ー
ン
ズ

の
発
祥
地
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
。
時
に
何
時

間
も
バ
ス
に
揺
ら
れ
な
が
ら
都
市
を
移
動
し
、

東
海
岸
か
ら
南
、
西
へ
と
大
陸
を
一
周
す
る
。

目
的
は
、
世
界
の
ジ
ー
ン
ズ
マ
ニ
ア
に
知
ら

れ
る
有
名
シ
ョ
ッ
プ
の
ド
ア
を
叩
き
、
ジ
ー

ン
ズ
を
見
て
も
ら
う
こ
と
だ
。

「
あ
ち
こ
ち
の
店
を
訪
問
し
て
も
『
日
本
か
ら

よ
く
こ
こ
ま
で
来
た
な
。
良
い
ジ
ー
ン
ズ
な

の
は
わ
か
る
け
ど
、
高
す
ぎ
る
か
ら
う
ち
に

は
置
け
な
い
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
。
そ
れ
で
も
別
の
店
を
紹
介
し
て
く
れ
て
、

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
少
し
ず
つ
売
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

海
外
販
路
の
開
拓
の
日
々
を
企
業
家
は
こ

う
振
り
返
る
。
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー

代
表
取
締
役
社
長
の
眞
鍋
寿
男
氏
だ
。
自
分

た
ち
の
ジ
ー
ン
ズ
を
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
に
売
り
出
し
て
い
く
な
か
で
、
気
づ

い
た
こ
と
が
あ
る
。

「
彼
ら
と
の
会
話
は
、『
君
が
住
ん
で
い
る
所

は
ど
ん
な
所
か
、
な
ぜ
こ
れ
を
作
っ
た
の
か
、

ど
う
い
う
思
い
で
作
っ
た
の
か
』
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
産
地
に
対
す
る
思
い
、
自
分
の
生

き
方
が
商
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
る
。
品
質

や
価
格
ば
か
り
で
は
な
く
、
ど
ん
な
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
る
か
が
大
事
な
の
で
す
」

日
本
人
な
ら

ど
ん
な
ジ
ー
ン
ズ
を
つ
く
る
か

眞
鍋
社
長
は
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）

年
に
岡
山
県
倉
敷
市
で
生
ま
れ
た
。
倉
敷
商

業
高
校
卒
業
後
、
倉
敷
市
役
所
に
勤
務
し
、

十
二
年
勤
め
た
後
、
家
業
の
造
園
業
に
従
事

し
た
。
友
人
を
通
し
て
地
元
児
島
地
区
の
繊

維
関
係
の
企
業
を
知
る
う
ち
に
、
こ
の
業
界

で
働
い
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
、
生
地
を

企
画
販
売
す
る
企
業
に
入
社
す
る
。
国
内
を

中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
地
を
仕
入
れ
、
洋

服
を
作
る
ア
パ
レ
ル
企
業
に
生
地
を
提
案
し

て
販
売
し
た
。

「
柄
、
色
合
い
、
素
材
、
繊
維
の
種
類
、
織
り

方
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
組
み
合
わ
せ
れ
ば
生
地

は
無
限
に
作
れ
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
絵
を

描
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
私
に
は
、
こ
の
仕

事
は
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
に
絵
を
描
く
の
と
同

じ
よ
う
に
思
え
て
、
楽
し
く
て
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
を
必
要
と
し
、
も

の
づ
く
り
の
産
地
の
力
を
借
り
な
が
ら
生
地

の
表
情
や
色
彩
を
無
限
に
作
り
出
す
。
こ
の

仕
事
は
自
分
の
肌
に
合
っ
て
い
る
と
自
覚
し

た
。
そ
こ
に
、
商
品
を
売
る
こ
と
の
面
白
さ

も
加
わ
り
、
こ
の
業
界
な
ら
活
躍
で
き
る
と

い
う
自
信
が
芽
生
え
た
。
そ
し
て
、
六
年
間

勤
務
し
た
後
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に

株
式
会
社
コ
レ
ク
ト
を
設
立
す
る
。

「
立
ち
上
げ
る
際
、
今
ま
で
の
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
な
生
地
を
扱
い
な
が
ら
も
、
特
徴
を
持
つ

会
社
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
改
め
て
地
元
児
島
の
良
さ
を
見
つ

め
直
す
と
、
デ
ニ
ム
、
ジ
ー
ン
ズ
と
い
う
厚

手
の
織
物
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

ジ
ー
ン
ズ
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
、
日
本
に

は
半
世
紀
遅
れ
て
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

で
は
広
く
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

み
ん
な
ア
メ
リ
カ
の
背
中
を
追
い
か
け
て

ジ
ー
ン
ズ
を
作
っ
て
き
ま
し
た
が
、
既
成
概

念
を
捨
て
て
、『
日
本
人
だ
っ
た
ら
ど
ん
な

ジ
ー
ン
ズ
を
作
れ
る
の
か
』
と
い
う
点
に
焦

点
を
当
て
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
日
本
の

ジ
ー
ン
ズ
は
世
界
一
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
、
会
社
の
目
標
に
し
ま
し
た
」

デ
ニ
ム
の
産
業
集
積
地
・
児
島

倉
敷
市
児
島
地
区
は
昔
、
瀬
戸
内
海
に
浮

か
ぶ
島
で
、
江
戸
時
代
に
干
拓
が
進
み
、
本

州
と
陸
続
き
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
後
期
に

は
、
実
業
家
の
野
﨑
武
左
衛
門
が
大
規
模
な

塩
田
を
開
発
し
、
製
塩
業
で
富
を
築
い
た
。

一
方
、
塩
分
を
多
く
含
む
土
地
は
米
作
り
に

は
向
か
な
か
っ
た
た
め
、
一
帯
に
綿
花
が
植

え
ら
れ
、
繊
維
業
が
発
展
し
た
。
近
隣
に
紡

績
所
が
集
積
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
児
島

で
学
生
服
の
生
産
が
始
ま
り
、
一
九
六
五
（
昭

和
四
十
）
年
に
は
児
島
の
服
飾
メ
ー
カ
ー
、

　
企
業
家

群
　
像

地
域
に
生
き
る

98

「
日
本
の
青
」の
デ
ニ
ム
を
作
り
た
い

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー　

代
表
取
締
役
社
長　

眞
鍋 

寿
男    

《
岡
山
県
倉
敷
市
》

p r o f i l e

眞鍋 寿男〈まなべ・ひさお〉

1954年岡山県倉敷市生まれ。倉敷商業高校卒業後、倉敷市役所に勤務。
退職後、家業の造園業に従事し、1986年に生地企画開発会社に就職。
1992年株式会社コレクトを設立。30年前から藍染め（あいぞめ）にも没頭
し、1996年に藍染め等の特殊織物をつくる有限会社藍布屋（らんぷや）を
設立。2社を合弁し、2014年に株式会社ジャパンブルーに社名変更。従業
員数 142人、売上高約 43億円。
全国阿波藍染織作家協会会員として個展なども開催している。

倉敷市児島味野にある本社外観文：城市 奈那     写真撮影：松本 紀子（岡山県瀬戸内市在住）
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マ
ル
オ
被
服
（
現・株
式
会
社
ビ
ッ
グ
ジ
ョ
ン
）

が
初
の
国
産
ジ
ー
ン
ズ
を
販
売
し
た
。

ジ
ー
ン
ズ
の
産
地
と
し
て
の
児
島
の
強
み

は
、
す
べ
て
の
工
程
が
地
域
内
で
完
結
で
き

る
こ
と
だ
。「
機は

た

織お

り
や
縫ほ
う

製せ
い

だ
け
で
な
く
、

洗
っ
た
り
、
色
を
落
と
し
た
り
、
削
っ
た
り

と
い
う
最
終
的
な
化
粧
の
技
術
を
持
つ
事
業

者
が
児
島
に
は
い
ま
す
。
一
か
ら
十
ま
で
の

工
程
を
す
べ
て
行
え
る
産
地
は
国
内
で
も
他

に
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
を
は
じ
め
他
国
で
縫

わ
れ
た
ジ
ー
ン
ズ
も
、
最
後
は
児
島
で
化
粧

を
施
し
て
か
ら
各
メ
ー
カ
ー
や
シ
ョ
ッ
プ
に

送
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
眞
鍋
社
長
は
話
す
。

加
え
て
、
時
代
の
波
を
捉と

ら

え
、
手
法
を
変

え
な
が
ら
、
産
地
と
し
て
生
き
残
っ
て
き
た

も
の
づ
く
り
の
強
み
も
あ
る
。

「
か
つ
て
は
日
本
一
社
長
が
多
い
ま
ち
と
い
わ

れ
る
く
ら
い
、
負
け
ず
嫌
い
の
企
業
家
が
こ

の
ま
ち
に
ひ
し
め
い
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い

う
人
た
ち
の
存
在
に
よ
っ
て
、
工
場
で
は
日
々

研
究
が
進
み
、
加
工
技
術
が
多
様
化
し
て
き

た
の
で
す
」

旧
式
織し

ょ
っ
き機
で
織
っ
た
生
地
に

〝
日
本
の
青
〟
を
表
現
す
る

日
本
な
ら
で
は
の
ジ
ー
ン
ズ
と
は
何
か
。

思
い
浮
か
ん
だ
ア
イ
デ
ア
の
一
つ
が
、
旧
式

織
機
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
味
の
あ
る
生
地

だ
っ
た
。
旧
式
織
機
は
、
シ
ャ
ト
ル
と
呼
ば

れ
る
舟
形
の
器
具
を
使
っ
て
緯よ

こ

糸い
と

を
織
る
。

糸
の
断
面
が
丸
い
ま
ま
し
っ
か
り
と
織
り
込

ま
れ
て
い
く
の
で
、
生
地
に
凹
凸
が
生
じ
、

温
か
み
の
あ
る
風
合
い
が
生
ま
れ
る
。
逆
に

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
高
速
織
機
で
は
、
糸

の
断
面
が
平
た
く
な
る
た
め
、
織
り
込
ん
だ

生
地
は
紙
の
よ
う
に
凹
凸
が
な
く
な
る
。

「
創
業
当
時
は
生
地
の
販
売
が
中
心
で
し
た

が
、
納
得
の
い
く
ジ
ー
ン
ズ
を
作
る
に
は
古

い
織
機
が
必
要
だ
と
思
い
、
使
わ
れ
な
く
な
っ

て
鉄
く
ず
同
然
だ
っ
た
旧
式
織
機
を
何
百
万

円
も
か
け
て
導
入
し
ま
し
た
。
す
で
に
製
造

中
止
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
探
す
の
に
も
一

苦
労
し
ま
し
た
。
製
造
元
の
豊
田
自
動
織
機

に
も
保
管
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
旧
式
織
機

で
、
今
で
は
毎
年
同
社
の
新
入
社
員
研
修
で

こ
の
織
機
を
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
ほ
ど
で
す
。

苦
労
し
て
で
も
手
に
入
れ
た
の
は
、
ジ
ー
ン

ズ
が
作
ら
れ
る
ま
で
の
工
程
や
思
い
を
伝
え

ら
れ
る
『
も
の
づ
く
り
』
を
し
た
か
っ
た
か

ら
で
す
」

も
う
一
つ
着
目
し
た
の
が
、
デ
ニ
ム
生
地

で
使
う
綿
だ
っ
た
。
良
質
な
綿
は
繊
維
長
が

長
い
た
め
、
ジ
ー
ン
ズ
を
穿
け
ば
穿
く
ほ
ど

馴
染
ん
で
き
て
、
柔
ら
か
く
な
る
。
白
度
も

高
い
の
で
良
い
色
に
染
ま
る
は
ず
だ
と
、
眞

鍋
社
長
は
独
立
前
か
ら
考
え
て
い
た
。
し
か

し
、提
案
し
て
も
「
良
い
綿
を
使
い
た
い
け
ど
、

コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い
」
と
い
う
反
応
が
ほ

と
ん
ど
で
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
日

本
の
デ
ニ
ム
を
作
る
な
ら
、
こ
れ
ま
で
の
ジ
ー

ン
ズ
の
概
念
を
捨
て
る
べ
き
だ
」
と
眞
鍋
社

長
は
思
い
を
強
く
し
た
。

「
白
度
の
高
い
糸
で
日
本
の
色
を
出
し
た
か
っ

た
の
で
す
。
日
本
の
色
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
が
、
思
い
浮
か
べ

た
の
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
藍
染
め
の

着
物
や
布
団
で
す
。
日
に
焼
け
て
色
が
褪あ

せ

て
緑
が
か
っ
て
い
る
藍
染
め
の
色
を
デ
ニ
ム

で
表
現
し
た
い
。
日
本
の
生
活
や
伝
統
か
ら

く
る
藍
染
め
の
色
を
、『
日
本
の
青
』
と
し
て

デ
ニ
ム
で
再
現
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

繊
維
長
の
長
い
良
質
な
綿
を
日
本
の
青
に

染
め
て
、
旧
式
織
機
で
デ
ニ
ム
生
地
を
織
る
。

こ
う
し
て
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ニ
ム
生
地

を
、「
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
デ
ニ
ム
」
と
し
て

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に
発
表
し
た
。

売
れ
な
い
と
思
わ
れ
た
生
地
が

世
界
に
認
め
ら
れ
る

一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、

ジ
ー
ン
ズ
の
市
場
は
量
産
型
の
ブ
ラ
ン
ド
が

占
有
し
て
い
た
。
小
売
価
格
も
五
千
九
百
円

か
ら
七
千
九
百
円
ま
で
と
相
場
が
決
ま
っ
て

お
り
、
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
も
こ
の
価
格
帯
で
商

品
を
販
売
し
て
い
た
。

「
そ
う
す
る
と
、
一
メ
ー
ト
ル
五
百
円
の
生
地

で
作
ら
な
い
と
、
上じ

ょ
う

代だ
い
（
小
売
価
格
）
に
収

ま
ら
な
い
の
で
す
。
私
た
ち
の
生
地
は
旧
式

織
機
で
織
る
の
で
生
地
の
幅
が
狭
く
、
値
段

も
一
メ
ー
ト
ル
千
円
で
す
。『
誰
が
買
う
の
？
』

と
い
う
反
応
で
し
た
。
他
の
織
物
産
地
で
も

『
そ
ん
な
も
の
が
売
れ
る
わ
け
が
な
い
』
と
思

わ
れ
て
い
ま
し
た
」

し
か
し
、
展
示
会
な
ど
で
有
名
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ブ
ラ
ン
ド
の
目
に
留
ま
り
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ル
ー
デ
ニ
ム
の
生
地
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
国
内
外
を
問
わ
ず
一
気
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
海
外
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
が
日
本

の
デ
ニ
ム
生
地
を
使
い
、
一
本
数
万
円
の
ジ
ー

ン
ズ
を
作
る
と
、
デ
ニ
ム
好
き
の
一
般
消
費
者

の
口
コ
ミ
で
情
報
が
広
ま
っ
た
。
プ
レ
ミ
ア

ム
ジ
ー
ン
ズ
と
い
う
新
し
い
市
場
が
生
ま
れ
、

ジ
ー
ン
ズ
の
価
格
帯
の
多
極
化
が
進
ん
だ
。
生

地
が
売
れ
る
の
を
見
て
、
他
の
産
地
で
も
高
付

加
価
値
の
生
地
を
作
る
動
き
が
生
ま
れ
た
。

「
そ
れ
か
ら
二
十
五
年
を
経
て
、
今
で
は
日
本

の
ジ
ー
ン
ズ
は
海
外
で
も
評
価
が
高
ま
り
、

以
前
に
比
べ
て
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
も
世
界
に

対
し
て
売
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界

に
出
て
い
く
こ
と
で
、
日
本
の
ジ
ー
ン
ズ
の

良
さ
や
産
地
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
。

国
内
の
産
地
に
と
っ
て
革
新
的
な
出
来
事

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

さ
ら
に
、
産
地
の
利
を
生
か
し
て
自
分
た

ち
の
ブ
ラ
ン
ド
を
作
ろ
う
と
、
二
〇
〇
六
（
平

成
十
八
）
年
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ー
ン
ズ
「
桃

太
郎
ジ
ー
ン
ズ
」
を
発
表
。
同
年
か
ら
製
造
・

全
国
販
売
を
開
始
し
、
倉
敷
市
児
島
味
野
や

岡
山
市
に
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
の
後
、

東
京
と
パ
リ
に
も
事
務
所
を
開
設
し
、
店
舗

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
桃
太
郎
ジ
ー
ン
ズ
を
作
っ
た
理
由
の
一
つ

は
、『
自
分
た
ち
は
ど
こ
に
住
ん
で
何
を
作
っ

て
い
る
か
』
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
た
か

ら
。
桃
太
郎
ジ
ー
ン
ズ
は
私
た
ち
そ
の
も
の

な
ん
で
す
。
海
外
へ
の
展
開
は
大
変
で
す
が
、

二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
か
ら
本
腰
を
入

れ
て
営
業
を
始
め
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ

に
ジ
ー
ン
ズ
を
い
っ
ぱ
い
詰
め
込
ん
で
、
二
カ

月
間
か
け
て
ア
メ
リ
カ
を
一
周
し
た
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
回
っ
た
り
。
人
に
負
け
な
い
精
神
力

と
体
力
は
あ
り
ま
す
」
と
眞
鍋
社
長
は
笑
う
。

海
外
の
展
示
会
で
名
刺
交
換
し
た
相
手
か

ら
情
報
を
得
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し

た
り
し
て
有
名
店
の
リ
ス
ト
を
作
り
、
そ
れ
を

基
に
一
店
ず
つ
巡
っ
て
、
販
売
先
を
広
げ
て

い
る
。
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
に
は

海
外
向
け
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ー
ン
ズ
「JA

PA
N 

BLUE JEA
NS

」
の
製
造・販
売
を
開
始
し
た
。

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
に
は
、
関
連
会

社
と
コ
レ
ク
ト
を
合
弁
し
て
、
株
式
会
社
ジ
ャ

パ
ン
ブ
ル
ー
を
設
立
。
現
在
、
桃
太
郎
ジ
ー
ン

ズ
とJA

PA
N BLUE JEA

NS

は
、
合
わ
せ

て
国
内
約
二
百
五
十
店
舗
、海
外
二
十
八
カ
国
、

約
九
十
店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

児
島
ジ
ー
ン
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
を

立
ち
上
げ

二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
、
児
島
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
に
し
よ
う
と
い
う
声
が
地
元
で
上

が
り
、
眞
鍋
社
長
も
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
と

り
ま
と
め
な
ど
に
携
わ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数

年
が
経
ち
、
J
R
児
島
駅
近
く
の
味
野
商
店

街
の
衰
退
な
ど
が
進
む
な
か
で
、「
も
う
一
度
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
」
と
い
う
思

い
が
生
ま
れ
た
。
眞
鍋
社
長
は
商
店
街
の
空

き
店
舗
に
出
店
者
を
誘
致
し
て
昔
の
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
そ
う
と
発
案
し
、
児
島
地
区
内

の
メ
ー
カ
ー
や
商
工
会
議
所
、
商
店
街
な
ど

と
推
進
協
議
会
を
発
足
。
二
〇
〇
九
年
か
ら

児
島
ジ
ー
ン
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
に
向
け
た
活
動

を
開
始
し
た
。

し
か
し
、「
児
島
は
衣
類
を
作
っ
て
出
荷
す

る
ま
ち
で
、
売
る
ま
ち
で
は
な
い
」
と
い
う

考
え
が
根
強
く
、
出
店
者
が
な
か
な
か
集
ま

ら
な
か
っ
た
。「
お
店
を
開
い
た
と
こ
ろ
で
お

客
さ
ん
は
来
な
い
」
と
い
う
意
見
も
多
く
聞

か
れ
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
の
オ
ー

プ
ン
時
の
店
舗
数
は
三
店
舗
だ
っ
た
。

「
地
元
の
人
に
売
る
の
で
は
な
く
、
県
外
か
ら

こ
の
ま
ち
に
来
る
人
を
増
や
す
こ
と
が
目
的
で

し
た
が
、
そ
れ
が
う
ま
く
伝
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て
き
て
、
十

年
間
で
飲
食
店
を
含
め
三
十
八
店
舗
を
誘
致
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年
間
で
二
十
万
人
の

お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
て
い
ま
す
」

「
点
と
点
を
線
で
結
び
、
そ
れ
を
面
に
し
て
、

も
っ
と
魅
力
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
」
と

眞
鍋
社
長
。
こ
れ
か
ら
も
、
児
島
の
魅
力
を
世

界
中
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆株式会社ジャパンブルー：086（476）8555   URL https://www.japanblue.co.jp

児島ジーンズストリート沿いにある直営店
「JAPAN BLUE JEANS児島店」。古い民家
と蔵を改修して店舗にした

児島ジーンズストリート 裏地に本藍染めを使用した桃太郎ジーンズ 桃太郎JEANS児島味野本店

児島が得意とするダメージ加工を施した「JAPAN BLUE JEANS」。
ジンバブエやコートジボワール、オーストラリアなどの綿を使用
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キラリ、
輝く元気企業

71

山
陰
の
豊
か
な
海
の
幸
を
熟
練
の
技
で
加
工
し
、

全
国
に
届
け
る 

株
式
会
社
和
田
珍
味  

《
島
根
県
大
田
市
》

は
同
社
が
提
供
す
る
商
品
は
百
五
十
ア
イ
テ

ム
に
上
る
。
店
頭
販
売
だ
け
で
な
く
、
通
信

販
売
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
も
力
を
入

れ
、
山
陰
の
味
を
全
国
へ
届
け
て
い
る
。

ま
も
な
く
創
業
百
年
を
迎
え
る
和
田
珍

味
。
商
品
や
販
売
方
法
が
多
様
化
し
て
も
、

熟
練
の
技
で
仕
上
げ
た
海
の
幸
を
顧
客
に
届

け
続
け
る
意
気
込
み
は
、
次
の
百
年
も
変
わ

ら
な
い
だ
ろ
う
。

ふ
ぐ
や
あ
な
ご
、
の
ど
ぐ
ろ
な
ど
、
地
元
で
獲
れ
る
魚
を
中
心
に
水
産
加
工
品
を

製
造
・
販
売
し
て
い
る
株
式
会
社
和
田
珍
味
。
新
鮮
な
素
材
を
一
枚
一
枚
仕
上

げ
る
丁
寧
な
手
仕
事
に
よ
り
全
国
区
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
歴
史
と
自
然
豊
か

な
山
陰
の
〝
う
ま
い
も
ん
〟
を
多
く
の
人
に
届
け
て
い
る
。

 

魚
の
行
商
か
ら
出
発

和
田
珍
味
は
、
現
社
長
の
和
田
信し
ん

三ぞ
う
氏
の

祖
母
が
行
っ
て
い
た
魚
の
行
商
を
、
祖
父
の

市
太
郎
氏
が
漁
師
を
引
退
し
て
一
緒
に
始
め

た
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
を
創
業
年
と

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
終
戦
後

に
復
員
し
た
父
の
正ま

さ

治は
る
氏
が
行
商
を
引
き
継

ぎ
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
ご
ろ
に
は

加
工
場
を
建
設
し
て
干
物
づ
く
り
も
始
め
、

大お
お
田だ

や
出
雲
の
得
意
先
へ
販
売
し
た
。

「
地
元
の
五い

十そ

猛た
け

漁
港
に
は
、
い
か
、
あ
じ
、

さ
ば
な
ど
が
水
揚
げ
さ
れ
た
ほ
か
、
十
一
月

か
ら
三
月
ま
で
の
延は

え

縄な
わ
漁
の
解
禁
期
に
は
沖

合
で
ふ
ぐ
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
昭
和
三
十
年
代
の
最
盛
期
に
は
四
十
隻

以
上
が
出
漁
し
た
と
い
い
ま
す
。
た
だ
、
海

が
荒
れ
て
出
漁
で
き
な
い
日
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
商
売
を

行
う
た
め
に
父
は
干
物
な
ど
の
加
工
に
力
を

入
れ
て
い
っ
た
の
で
す
」
と
和
田
信
三
社
長

は
語
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
商
品
化
さ
れ
た
の
が
、

「
ふ
ぐ
味み

醂り
ん

干ぼ
し

」
だ
。
透
明
な
飴
色
の
身
が

特
徴
で
、
焼
く
と
身
が
や
わ
ら
か
く
な
り
、

口
に
入
れ
る
と
深
い
味
わ
い
が
広
が
る
。
飴

色
は
秘
伝
の
タ
レ
が
し
っ
か
り
と
沁
み
込
ん

で
い
る
証
し
だ
。
正
治
氏
が
試
作
を
重
ね
て

完
成
さ
せ
た
「
ふ
ぐ
味
醂
干
」
は
人
気
を
呼

び
、
や
が
て
看
板
商
品
と
な
っ
た
。

「
ふ
ぐ
味
醂
干
」
は
今
も
人
気
商
品
で
、
国

内
産
原
料
だ
け
を
用
い
、
熟
練
し
た
約
三
十

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
新
鮮
な
素
材
を
一
枚
一
枚

仕
上
げ
る
丁
寧
な
手
仕
事
に
よ
っ
て
秘
伝
の

味
を
守
っ
て
い
る
。

 

他
の
産
地
に

 

負
け
な
い
も
の
を
つ
く
る

一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
、
有
限
会

社
和
田
珍
味
と
し
て
法
人
化
し
、
工
場
や
大

型
冷
蔵
庫
、
急
速
冷
凍
庫
な
ど
を
新
設
し
て

水
産
加
工
品
の
製
造
態
勢
を
強
化
し
た
。
信

三
氏
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
先
代
社
長
の
正
治

氏
の
下
で
和
田
珍
味
の
営
業
活
動
を
進
め
て

き
た
。
そ
の
な
か
で
、
自
社
や
地
元
・
大
田

の
知
名
度
の
低
さ
に
何
度
も
悔
し
い
思
い
を

し
た
。

「
取
引
先
を
県
外
へ
広
げ
よ
う
と
、
ふ
ぐ
の

加
工
品
を
持
っ
て
広
島
や
大
阪
の
百
貨
店
へ

商
談
に
行
く
と
、
け
げ
ん
な
顔
を
さ
れ
ま
し

た
。『
ふ
ぐ
は
下
関
、
石い

わ

見み

の
水
産
物
な
ら

浜
田
で
し
ょ
う
、
大
田
か
ら
何
し
に
来
た
ん

で
す
か
』と
冷
や
や
か
に
断
ら
れ
る
の
で
す
」

下
関
や
浜
田
と
同
じ
も
の
を
作
っ
て
い
て

は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
素
材
は
劣
ら
な
い

の
だ
か
ら
、
絶
対
に
負
け
な
い
も
の
を
作
ろ

う
と
肝
に
銘
じ
、
父
親
と
と
も
に
商
品
開
発

に
励
ん
だ
。
ふ
ぐ
の
お
い
し
さ
を
引
き
出
す

た
め
、
塩
の
使
い
方
を
研
究
。
海
水
と
同
じ

濃
度
の
塩
水
に
漬
け
る
「
た
て
塩
」、
塩
を

薄
く
振
り
か
け
る
「
ふ
り
塩
」
と
、
ふ
ぐ
の

状
態
に
よ
っ
て
塩
の
扱
い
を
変
化
さ
せ
る
絶

妙
な
加
工
方
法
を
取
り
入
れ
た
。そ
の
結
果
、

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
の
全
国
水
産
加
工

た
べ
も
の
展
で
、
二
千
四
百
点
も
の
出
品
数

の
中
か
ら
「
ふ
ぐ
の
一
夜
干
」
が
三
十
点
の

入
賞
商
品
に
残
り
、
最
終
的
に
水
産
庁
長
官

賞
を
受
賞
し
た
。
そ
の
後
も
、「
ふ
ぐ
の
た

た
き
」「
ふ
ぐ
ぞ
う
す
い
ス
ー
プ
」
が
同
賞

に
輝
い
た
。
確
か
な
加
工
技
術
と
お
い
し

さ
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
追
い
風
に
、

一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
四
月
、
加
工
場

用
地
と
し
て
取
得
し
て
い
た
土
地
に
直
営
店

を
開
設
し
た
。

「
小
売
業
は
未
経
験
で
し
た
が
、
和
田
珍
味

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
に
は
お
客
さ
ま
に

直
接
販
売
す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
考
え
、
思

い
切
っ
て
出
店
し
ま
し
た
」
と
和
田
社
長
は

振
り
返
る
。

 

直
営
店
で
知
名
度
向
上
を
図
る

初
め
て
の
直
営
店
は
、
雄
大
な
日
本
海

を
見
渡
せ
る
大
田
市
五
十
猛
町
の
国
道
九
号

線
沿
い
に
あ
る
。
店
内
に
は
、
ふ
ぐ
の
味
醂

干
や
一
夜
干
な
ど
自
社
で
製
造
し
た
商
品
か

ら
、
地
域
の
名
産
品
ま
で
、
幅
広
い
商
品
を

取
り
揃
え
て
い
る
。

駐
車
場
に
設
け
ら
れ
た
展
望
ス
ペ
ー
ス
や

店
内
の
休
憩
コ
ー
ナ
ー
か
ら
は
、
ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト
が
上
陸
し
た
地
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
神
島
が
望
め
、
美
し
い
夕
日
を
楽
し
む
こ

と
も
で
き
る
。
絶
景
が
撮
影
で
き
る
パ
ー
キ

ン
グ
と
し
て
国
土
交
通
省
が
設
け
た
「
と
る

ぱ
」
に
認
定
さ
れ
、
そ
の
認
定
地
の
全
国
人

気
ラ
ン
キ
ン
グ
一
位
に
も
輝
い
た
。

「
出
店
時
社
長
を
務
め
て
い
た
父
は
、
直
営

店
が
自
社
の
商
品
宣
伝
に
大
き
な
力
を
発
揮

す
る
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は

期
待
通
り
、
多
く
の
お
客
さ
ま
を
お
店
に
迎

え
て
、
和
田
珍
味
の
商
品
は
も
と
よ
り
、
地

元
の
さ
ま
ざ
ま
な
名
産
品
を
手
に
取
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
」

 

出い
ず
も
の
く
に

雲
国
の
伝
統
食
を
商
品
化

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
に
正
治
氏
の

後
を
継
い
で
社
長
に
就
任
し
た
信
三
氏
は
、

地
元
・
島
根
県
の
文
化
に
着
目
し
た
新
た
な

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
だ
。
出
雲

大
社
の
平
成
の
大
遷
宮
を
機
に
島
根
県
が
進

め
た
「
神
々
の
国
し
ま
ね
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
三
年
度
）
に
参
加
す

る
な
か
で
、
出
雲
国
の
伝
統
食
で
あ
る
「
う

ず
煮
」
の
存
在
を
知
り
、
全
国
へ
広
め
た
い

と
考
え
た
。

「
う
ず
煮
は
、
出
雲
大
社
の
祭
祀
を
司
る

出い
ず

雲も

国こ
く

造そ
う

家け

に
代
々
伝
わ
る
ふ
ぐ
を
使
っ

た
特
別
な
お
も
て
な
し
料
理
で
す
。
古
代

か
ら
出
雲
で
ふ
ぐ
が
食
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
驚
き
、
何
と
し
て
も
商
品
化
し
た
い
と

行
動
に
移
し
ま
し
た
」

和
田
社
長
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
二
号
店
の
石
見
銀
山
店

に
続
き
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
に

出
雲
大
社
の
表
参
道
で
あ
る
神
門
通
り
に
海

産
物
専
門
店
「
福ふ

く

乃の

和わ

」
を
出
店
し
た
。
新

た
に
開
発
し
た
お
土
産
用
の
う
ず
煮
を
中
心

に
、
ふ
ぐ
関
連
の
海
産
物
な
ど
の
販
売
を

開
始
し
た
。「
ふ
ぐ
」
は
「
福
」
に
も
通
じ
、

う
ず
煮
を
は
じ
め
と
す
る
ふ
ぐ
関
連
商
品
は

参
拝
客
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

伝
統
の
味
に
こ
だ
わ
る
一
方
で
、
和
田
珍

味
で
は
ふ
ぐ
の
オ
イ
ル
漬
け
、
の
ど
ぐ
ろ
の

ア
ク
ア
パ
ッ
ツ
ァ
と
い
っ
た
新
た
な
商
品
の

開
発
に
も
余
念
が
な
い
。
こ
の
結
果
、
今
で

◆株式会社和田珍味：0854（87）0611   URL https://wadachinmi.co.jp　  写真提供：株式会社和田珍味

季節やふぐの状態によって微妙にタレの割合を変え、一枚一枚にじっくりと沁み込ませた
「ふぐ味醂干」

全国水産加工たべもの展で水産庁長官賞を受賞した「ふぐの一夜干」。ふぐ独特の
食感を生かすため、水分調整に細心の注意を払う

出雲国の伝統食「うず煮」を商品化　

五十猛町にある本店の休憩コーナーから日本
海を望む

本店では和田珍味の商品だけではなく地域の
名産品も販売

五十猛町の本店

五十猛町から見える夕日

出雲の神門通りに出店した「福乃和」
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経
営
者
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

母
の
顔
を
持
つ

鳥
取
駅
か
ら
智ち

頭づ

街
道
を
北
へ
十
分
ほ
ど

歩
く
と
、
や
が
て
ア
ー
ケ
ー
ド
が
途
切
れ
、

そ
の
建
物
が
現
れ
る
。

「
五ご

臓ぞ
う

圓え
ん
ビ
ル
」。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年

に
建
て
ら
れ
、
鳥
取
大
震
災
と
鳥
取
大
火
を

生
き
残
っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
で
、

国
登
録
有
形
文
化
財
だ
。

こ
こ
を
拠
点
に
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
や
ガ
ー

デ
ン
用
品
の
企
画
・
販
売
、
さ
ら
に
女
性
目

線
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

ま
で
手
が
け
る
の
が
株
式
会
社
ｎ
ｉ
ｄ
ｏ
で

あ
る
。
そ
の
代
表
を
務
め
る
の
が
中
村
彩
さ

ん
だ
。
自
社
製
品
の
企
画
・
開
発
を
行
う
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、
全
国
に
顧

客
を
持
つ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
さ
ら
に
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
夫
と
と
も
に
八

歳
の
息
子
を
育
て
る
母
で
も
あ
る
。

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
、
中
国

地
域
女
性
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

（
S
O
E
R
U
）
で
、
仕
事
と
生
活
の
相
乗

効
果
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
人
に
与
え
ら
れ

る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
シ
ナ
ジ
ー
賞
を
受
賞
し

た
。
企
画
と
デ
ザ
イ
ン
、
そ
れ
を
全
国
へ
売

り
出
す
行
動
力
と
と
も
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
関
わ
る
な
ど
、
公

私
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

華
や
か
な
ジュエ
リ
ー
の
世
界
へ

子
ど
も
の
頃
か
ら
図
画
工
作
が
好
き
で
、

「
将
来
は
絵
を
描
く
仕
事
が
し
た
い
」
と
思
い

続
け
て
い
た
中
村
さ
ん
。
中
学
、
高
校
と
美

術
部
に
所
属
し
、
絵
画
と
ク
ラ
フ
ト
制
作
に

没
頭
し
た
。
も
の
づ
く
り
の
道
に
進
み
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
、
彫
金
を
学
べ
る
専
門
学

校
を
進
路
に
選
ん
だ
。
そ
こ
で
、
人
を
幸
せ

に
す
る
装
身
具
の
魅
力
を
知
り
、多
く
の
ジ
ュ

エ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
を
手
が
け
る
企
業
に
入
社
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。

そ
こ
で
過
ご
し
た
数
年
は
、
そ
れ
は
華
や

か
な
も
の
だ
っ
た
。
年
二
回
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
た
め
に
、
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

に
混
じ
り
、
企
画
に
デ
ザ
イ
ン
に
と
、
思
い

切
り
腕
を
ふ
る
っ
た
。

し
か
し
、
や
り
が
い
を
感
じ
つ
つ
も
、
同

時
に
満
た
さ
れ
ぬ
何
か
を
感
じ
た
。「
自
分

の
ペ
ー
ス
で
生
き
て
い
な
か
っ
た
」。
中
村

さ
ん
は
そ
う
振
り
返
る
。

そ
ん
な
思
い
が
募
り
、
身
の
振
り
方
を
考

え
始
め
た
矢
先
、
実
家
の
や
む
を
え
な
い
事

情
に
よ
り
突
然
鳥
取
に
帰
る
こ
と
に
な
る
。

他
に
選
択
の
余
地
は
な
か
っ
た
。

帰
郷
し
た
中
村
さ
ん
に
大
き
な
転
機
が

訪
れ
る
。
企
画
の
で
き
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ナ
ー
を
探
し
て
い
た
地
元
金
属
加
工
メ
ー

カ
ー
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

金
属
加
工
業
界
で

ゼ
ロ
か
ら
の
再
ス
タ
ー
ト

鳥
取
市
に
あ
る
そ
の
金
属
加
工
メ
ー
カ
ー

で
は
、
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
自
社
商
品
の

製
造
、
販
売
を
始
め
よ
う
と
企
画
開
発
が
で

き
る
人
材
を
探
し
て
い
た
。

「
ジ
ュ
エ
リ
ー
以
外
、何
の
ス
キ
ル
も
な
か
っ

た
」
と
中
村
さ
ん
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い

初
め
て
の
業
界
で
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
価
値
観
の
世
界
だ
。
さ
ぞ

苦
労
も
多
か
っ
た
の
で
は
と
思
い
き
や
、
中

村
さ
ん
は
「
ゼ
ロ
か
ら
の
自
由
な
発
想
を
求

め
ら
れ
た
」
と
、
む
し
ろ
充
実
感
が
上
回
っ

た
と
い
う
。
こ
こ
で
携
わ
っ
た
エ
ク
ス
テ
リ

ア
用
品
の
開
発
の
経
験
が
、
そ
の
後
の
中
村

さ
ん
の
活
躍
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ュ

エ
リ
ー
業
界
で
は
、
あ
ま
り
気
に
す
る
こ
と

の
な
か
っ
た
コ
ス
ト
や
品
質
管
理
に
対
す
る

意
識
も
こ
の
時
に
身
に
付
い
た
。

入
社
か
ら
八
年
。
エ
ク
ス
テ
リ
ア
の
新
し

い
市
場
の
開
拓
が
進
む
一
方
で
、
自
社
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
に
問
題
も
見
え
て
き
た
。
既
存

の
販
売
先
と
独
自
ブ
ラ
ン
ド
の
競
合
を
避
け

る
た
め
、
企
画
販
売
部
門
を
分
離
独
立
す
る

案
が
浮
上
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
性
の
あ
る

エ
ク
ス
テ
リ
ア
用
品
を
企
画

二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
、「
株
式

会
社
ｎ
ｉ
ｄ
ｏ
」
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
時

三
十
四
歳
だ
っ
た
中
村
さ
ん
が
代
表
取
締
役

社
長
と
し
て
就
任
。
そ
の
後
、
前
職
の
金
属

加
工
会
社
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
エ
ク
ス
テ

リ
ア
業
界
に
新
風
を
吹
き
込
む
べ
く
新
製
品

を
次
々
と
発
表
し
、業
界
で
話
題
に
な
っ
た
。

壁
に
飾
る
小
さ
な
箱
型
の
プ
ラ
ン
タ
ー
「
ハ

コ
ト
コ
」、
女
性
の
手
か
ら
生
ま
れ
る
手
書

き
文
字
の
表
札
「
な
の
り
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、

家
や
庭
先
を
お
し
ゃ
れ
に
彩
る
商
品
で
、
今

ま
で
に
な
い
目
新
し
さ
と
デ
ザ
イ
ン
性
が
評

価
さ
れ
た
。

エ
ク
ス
テ
リ
ア
用
品
─
─
つ
ま
り
住
宅
の

94

「
心
の
庭
に
な
る
場
所
を
創
り
た
い
」と
、

活
躍
の
場
を
広
げ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
中
村 

彩
さ
ん

《
鳥
取
市
》

p r o f i l e

中村 彩〈なかむら・あや〉

1975年鳥取市生まれ。鳥取西高校を経て、ヒコ・みづのジュエリーカレッジ卒。東京都内の
ジュエリー会社でジュエリーデザイナーとして働く。その後帰郷し、鳥取市の金属加工会社勤務、
2009年より株式会社nido代表取締役社長。鳥取駅前百貨店の屋上緑化プロジェクトを機に
設立された「一般社団法人まるにわ」のメンバーとして駅前エリアの活性化に携わるほか、五臓
圓ビルの運営、商店街との連携による空き店舗活用などを行う「街づくり株式会社いちろく」の
役員としても活動している。

文：角田 治（鳥取市在住）    写真撮影：平木 絢子（鳥取市在住）

華
や
か
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
か
ら
一
転
、
鳥
取
市
内
の
金
属
加
工
会
社
に
転
職
し
、
三
十
四
歳
で
独
立
起
業
。

エ
ク
ス
テ
リ
ア
用
品
の
開
発
か
ら
女
性
の
目
線
に
立
っ
て
企
画
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
、
さ
ら
に
そ
の
先
へ
と
開
拓
を
続
け
る
。

鳥取大震災と鳥取大火を生き残った五臓圓ビル
写真提供：株式会社nido

箱庭のようにコンパクトな「ハコトコ　キューブ」。
耐久性に優れ、屋内・屋外を問わずに壁に飾ること
ができる　写真提供：株式会社nido
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外
側
、
庭
や
敷
地
ま
わ
り
で
使
わ
れ
る
製
品

は
、
建
築
資
材
の
一
部
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
る
た
め
、
業
者
向
け
の
商
品
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
暮
ら
し
の
中
の
女
性

の
視
点
が
欠
け
て
お
り
、
女
性
ユ
ー
ザ
ー
の

共
感
を
得
ら
れ
る
商
材
が
少
な
い
。
プ
ロ
ダ

ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
中
村
さ
ん
が
狙
っ

た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
点
だ
っ
た
。

心
の
庭
を
創
り
た
い

中
村
さ
ん
が
好
き
な
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
哲

学
者
の
言
葉
が
あ
る
。

『
若
い
う
ち
に
旅
に
出
な
さ
い
。
旅
に
出
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
庭
に
出
な

さ
い
』

ほ
ん
の
小
さ
な
庭
で
も
、
そ
こ
に
は
癒
や

し
や
冒
険
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
向
こ
う
に

あ
る
、
も
っ
と
大
き
な
世
界
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
そ
う
気
づ
か
さ
れ
感
銘
を
受
け
た
。

「
だ
か
ら
私
の
中
で
、
常
に
庭
が
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
み
ん
な
の
心
の
庭
に

な
る
場
所
を
創
り
た
い
」

「
心
の
庭
」。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
仕
事
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
も
生

き
て
い
る
。
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
、

子
育
て
と
家
事
の
合
間
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

関
わ
っ
た
の
が
、
鳥
取
駅
前
の
百
貨
店
の
屋

上
を
市
民
の
庭
と
し
て
緑
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
ま
る
に
わ
ガ
ー
デ
ン
」
だ
。
そ
の
活

動
は
駅
前
エ
リ
ア
の
活
性
化
へ
と
つ
な
が

り
、翌
年
に
は
「
一
般
社
団
法
人
ま
る
に
わ
」

が
設
立
さ
れ
た
。

心
に
残
る
憧
れ
の
庭
を

い
つ
か
鳥
取
に

こ
こ
数
年
は
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
仕
事
以
外
の
依
頼
も
増
え
て
い
る
。
女
性

の
目
線
か
ら
新
し
い
エ
ク
ス
テ
リ
ア
用
品
の

ブ
ラ
ン
ド
を
築
い
た
手
腕
を
買
わ
れ
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
業
界
を
超
え
た
企
業
や

団
体
へ
ア
イ
デ
ア
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て

い
る
。
最
近
で
は
、
金
沢
の
建
設
会
社
株
式

会
社
ト
ー
ケ
ン
の
依
頼
に
よ
り
、
鉄
職
人
の

手
技
と
屋
上
緑
化
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
、

イ
ン
テ
リ
ア
に
も
な
る
小
さ
な
箱
庭
を
企
画

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ョ
ー
で
話
題
を
呼
ん
だ
。

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？　

そ

う
尋
ね
る
と
、
会
社
が
立
ち
上
が
っ
て
か
ら

間
も
な
い
こ
ろ
、
尊
敬
す
る
女
性
ガ
ー
デ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
訪
れ
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
あ
る

庭
の
話
を
し
て
く
れ
た
。

園
芸
家
で
陶
芸
家
で
も
あ
る
ジ
ム
・

キ
ー
リ
ン
グ
氏
が
立
ち
上
げ
た
植
木
鉢
工

房
「
ウ
ィ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ド
・
ポ
タ
リ
ー

（W
hichford Pottery

）」。
ロ
ン
ド
ン
か
ら

車
で
二
時
間
ほ
ど
の
田
舎
に
、
広
大
な
庭

園
が
広
が
り
、
そ
こ
に
自
宅
兼
ア
ト
リ
エ
、

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス

な
ど
が
立
ち
並
ぶ
。
世
界
中
の
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
愛
好
家
が
あ
こ
が
れ
る
聖
地
で
あ
る
。

「
本
当
に
素
敵
な
場
所
で
、
そ
こ
を
訪
れ
る

た
め
だ
け
に
イ
ギ
リ
ス
に
行
き
た
い
と
思
う

く
ら
い
」
と
熱
く
語
る
。
そ
し
て
「
い
つ
か
、

あ
ん
な
場
所
を
鳥
取
に
創
り
た
い
」
と
も
。

中
村
さ
ん
の
目
は
、
さ
ら
に
先
の
風
景
を
見

つ
め
て
い
る
。

角田 治〈つのだ・おさむ〉

1965年鳥取県生まれ。フリーライター、エディター、
グラフィックデザイナー。広告代理店3社と編集会社
勤務を経てフリーランスに。

こ
の
名
酒
に
こ
の
一
品

《
岡
山
県
倉
敷
市
》
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か
つ
て
讃さ

岐ぬ
き

の
金
比
羅
山
と
の
両
参
り
で

に
ぎ
わ
っ
た
倉
敷
市
児
島
の
由ゆ

加が

山さ
ん
。
そ
の

参
道
口
に
佇
む
十じ

ゅ
う

八は
ち

盛ざ
か
り

酒
造
は
一
七
八
五（
天

明
五
）
年
の
創
業
以
来
、
瀬
戸
内
の
魚
介
類

に
合
う
旨う

ま

口く
ち

の
食
中
酒
を
造
り
続
け
て
き
た
。

穏
や
か
な
香
り
、
米
の
う
ま
味
、
飲
み
飽
き

し
な
い
キ
レ
の
三
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
心
が
け

て
造
ら
れ
た
日
本
酒
は
、
ま
ろ
や
か
な
口
当

た
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ク
の
あ

る
味
わ
い
が
特
徴
で
あ
る
。

　

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
に
は
、
八

代
目
の
石い

し

合あ
い

敬
三
社
長
が
「
全
国
区
と
な
る

ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
た
い
」
と
銘
酒
「
多
賀
治
」

を
立
ち
上
げ
た
。
よ
り
良
い
品
質
を
求
め
、

通
常
よ
り
長
く
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
麴
を

作
り
、
し
ぼ
り
た
て
の
お
酒
を
瓶
詰
め
す
る

直じ
か

汲ぐ

み
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
を

重
ね
た
。
さ
ら
に
顧
客
へ
の
届
け
方
に
も
こ

だ
わ
り
、
社
長
自
ら
が
顔
を
合
わ
せ
て
信
頼

で
き
る
お
店
だ
け
に
限
定
し
た
特
約
店
販
売

を
展
開
し
て
い
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
名
酒
は
、
新
ブ
ラ
ン
ド
の

一
つ
で
、
全
量
岡
山
県
産
雄
町
米
を
用
い
た

「
多
賀
治　

純
米
雄
町
」。
二
〇
一
八
（
平
成

三
十
）
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
酒
コ
ン
ク
ー
ル

「Kura M
aster

」
純
米
酒
部
門
で
プ
ラ
チ
ナ
賞

十八盛酒造株式会社
創業　1785（天明5）年
岡山県倉敷市児島田の口5-6-14
TEL 086-477-7125
https://juhachi.jp
年間生産量　400石（72㎘/4万升） 古い蔵を活用した販売スペース

を
受
賞
し
た
酒
で
あ
る
。

　

直
汲
み
に
よ
っ
て
、
火

入
れ
酒※

で
あ
り
な
が
ら
生

酒
に
近
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
感

が
楽
し
め
る
。
口
に
含
む

と
雄
町
特
有
の
穏
や
か
な

香
り
と
ミ
ネ
ラ
ル
豊
か
な
う
ま
味
が
キ
リ
ッ

と
立
つ
。
躍
動
感
の
あ
る
酸
と
の
バ
ラ
ン
ス

も
良
く
、
ス
ッ
と
引
く
爽
や
か
な
余
韻
も
飲

み
飽
き
せ
ず
食
中
酒
に
最
適
だ
。

　

こ
の
名
酒
と
味
わ
い
た
い
の
が
「
タ
コ
の

マ
リ
ネ
」。
児
島
は
タ
コ
の
産
地
で
、
瀬
戸

内
海
の
急き

ゅ
う

潮ち
ょ
う

で
育
っ
た
タ
コ
は
身
が
引
き
締

ま
っ
て
弾
力
が
あ
り
、
う
ま
味
が
凝
縮
さ
れ

て
い
る
。
洋
食
の
タ
コ
の
マ
リ
ネ
と
酒
の
酸

味
が
相
ま
っ
て
、
お
互
い
の
味
わ
い
を
引
き

立
て
る
。
こ
の
ほ
か
に
チ
ー
ズ
と
合
わ
せ
て

飲
む
の
も
お
す
す
め
だ
。

　

多
賀
治
ブ
ラ
ン
ド
の
展
開
に
取
り
組
む
な

か
で
「
お
い
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
お
米
本
来

の
う
ま
味
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
味
わ
え
る
、
体

に
ス
ッ
と
な
じ
む
よ
う
な
お
酒
を
造
り
た
い
」

と
の
思
い
を
強
く
し
た
と
い
う
石
合
社
長
。

多
様
化
し
た
日
々
の
食
卓
に
寄
り
添
う
日
本

酒
を
造
り
た
い
と
い
う
目
標
を
持
ち
な
が
ら
、

飽
く
な
き
探
求
心
で
酒
を
醸
し
続
け
て
い
る
。

タ
コ
の
マ
リ
ネ

多
賀
治   

純
米
雄
町

文：川西 由香理（広島県呉市在住）　写真撮影：村上 健太郎（岡山県倉敷市在住）

た
　
　
　
　
か
　
　
　
　
じ

お
　
　ま
ち

※加熱加工した酒

表札「なのり」シリーズは、女性クリエイターの手書き文字が特徴

小さな箱庭企画時のスケッチ

「心の庭」を想いながらエクステリアをデザインしていく

まるにわのメンバーとまちづくりのアイデアを話し合う
写真提供：一般社団法人まるにわ
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近
現
代
芸
術
再
発
見
14

伝
統
窯
の
再
興
を
担
う

　

三
輪
壽
雪
（
本
名
・
節さ
だ

夫お

、
十
一
代
休

雪
）
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
三
月
に

旧
制
萩
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
同
年
十
代

三
輪
休
雪
と
し
て
家
督
を
継
い
だ
次
兄
の
休

和
（
本
名
・
邦
廣
、
一
九
七
〇
年
に
重
要
無

形
文
化
財
「
萩
焼
」
の
保
持
者
（
人
間
国
宝
）

に
認
定
、
休
和
は
隠
居
号
）
を
助
け
て
家
業

に
従
事
し
た
。当
時
は
地
方
窯
の
受
難
期
で
、

萩
藩
御
用
窯
の
一
つ
だ
っ
た
三
輪
窯
も
不
況

に
喘
い
で
い
た
。
伝
統
窯
の
再
興
が
兄
弟
二

人
の
肩
に
か
か
っ
て
い
た
。

壽
雪
が
本
格
的
に
茶
碗
づ
く
り
を
始
め
た

の
は
三
十
一
歳
の
と
き
。
一
九
四
一
（
昭
和

十
六
）
年
夏
に
一
窯
焚
い
た
だ
け
の
短
期
間

だ
が
、
川か

わ

喜き

田た

半は
ん

泥で
い

子し

の
千ち

歳と
せ

山や
ま

窯
（
三
重

県
津
市
）
に
弟
子
入
り
し
て
茶ち

ゃ

陶と
う
制
作
の
何

た
る
か
を
感
得
し
た
。
壽
雪
は
こ
の
経
験
に

よ
り
、
名
碗
写
し
と
い
う
近
代
萩
焼
の
模
範

性
と
、
直
観
的
表
現
を
志
向
す
る
自
己
意
識

と
の
葛
藤
を
解
き
ほ
ぐ
し
た
。
や
が
て
伝
統

素
材
と
技
術
を
自
己
表
現
に
生
か
し
き
る
、

創
造
性
重
視
の
作
陶
理
念
を
深
め
て
い
く
。

陶
号
を
「
休
」
と
名
乗
っ
て
の
作
家
活
動

は
四
十
五
歳
か
ら
で
、
遅
い
作
家
デ
ビ
ュ
ー

だ
が
、
そ
の
造
形
表
現
は
実
に
明
快
だ
っ

た
。
従
来
の
茶
陶
に
は
な
い
、
立
体
的
量
塊

感
と
素
材
の
質
感
を
表
現
し
た
《
白
萩
手
桶

花
入
》
や
水
指
な
ど
、
道
具
と
し
て
の
機
能

だ
け
で
な
く
、
造
形
性
を
重
視
し
た
作
品
を

次
々
と
発
表
し
て
萩
焼
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新

し
て
い
っ
た
。

情
緒
の
愛
玩
物
た
る
な
か
れ

一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
、
休
和

と
号
し
て
隠
居
し
た
次
兄
の
跡
を
承う

け
、

五
十
七
歳
で
十
一
代
休
雪
を
襲
名
す
る
。
敬

愛
す
る
兄
の
半
人
前
と
い
う
意
味
合
い
で
や

や
自
嘲
気
味
に
名
乗
っ
て
い
た
陶
号
・
休
と

の
訣
別
に
よ
り
、
三
輪
窯
当
主
と
し
て
の
責

任
を
自
覚
す
る
と
同
時
に
、
自
立
し
た
個
人

作
家
と
し
て
の
本
領
を
発
揮
す
る
場
を
得
る

こ
と
に
な
っ
た
。

半
泥
子
の
薫
陶
を
受
け
て
始
ま
っ
た
茶
碗

制
作
の
修
養
は
、
こ
の
こ
ろ
一
斉
に
花
開
い

て
、
じ
つ
に
豊
か
な
器
形
を
創
出
す
る
。
そ

れ
ら
は
類
型
的
に
、
椀わ

ん

形
・
筒
形
・
馬ば

盥だ
ら
い

形
・

熊
川
形
・
沓く

つ

形
と
呼
称
さ
れ
る
茶
碗
で
あ
っ

て
も
、
職
人
的
器
用
さ
で
作
ら
れ
た
古
作
写

し
と
は
一
線
を
画
す
造
形
性
が
際
立
っ
て
い

た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
は
白
萩
手
の
ほ
か
、
紅

萩
手
、
荒
ひ
び
手
と
い
っ
た
、
伝
統
素
材
の

物
質
性
か
ら
豊
か
な
表
情
を
引
き
出
し
て
、

道
具
で
あ
り
な
が
ら
心
象
を
喚
起
す
る
抽
象

的
な
立
体
と
い
う
、
造
形
表
現
で
魅
せ
る
茶

陶
を
作
っ
て
い
る
。

な
る
ほ
ど《
紅べ

に

萩は
ぎ
菱ひ
し
形が
た
水み
ず
指さ
し 

銘め
い 

花は
な

篝か
が
り

》は
、

鉄
分
の
強
い
見み

島し
ま
土つ
ち
が
多
め
に
入
っ
た
土つ
ち

塊く
れ

を
叩
き
と
削
ぎ
で
か
た
ち
を
立
ち
上
げ
、
く

り
貫ぬ

き
に
よ
っ
て
器
に
調
え
ら
れ
た
器
形
だ

が
、
そ
の
洗
練
さ
れ
た
技
の
一
つ
一
つ
を
追

う
と
、
豪
放
な
気
宇
を
表
現
す
る
対
象
と
し

て
茶
陶
を
捉
え
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か

る
。
壽
雪
に
と
っ
て
茶
陶
と
は
、
茶
室
を
飾

る
情
緒
の
愛
玩
物
な
ど
で
は
な
く
、
素
材
で

あ
る
土
や
釉ゆ
う

薬や
く
と
対
峙
す
る
表
現
者
の
気
迫

そ
の
も
の
だ
っ
た
。

内
な
る
も
の
を
表
現
す
る

一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
、
壽
雪
は

亡
兄
に
続
い
て
二
人
目
の
萩
焼
の
人
間
国
宝

に
認
定
さ
れ
た
。
そ
の
二
年
後
に
「
鬼
萩
」

と
い
う
名
称
を
冠
し
た
茶
碗
が
発
表
さ
れ
る
。

古
来
鬼お

に

萩は
ぎ

手で

と
は
、
大だ
い

道ど
う

土つ
ち
、
金み

峯た
け

土つ
ち
、

見
島
土
の
三
原
料
を
精
製
し
て
混
ぜ
た
素き

地じ

土つ
ち
に
、
水す
い
簸ひ
※
工
程
で
除
い
た
砂さ

礫れ
き
を
再
び
戻

し
て
こ
し
ら
え
た
、
粗
い
砂
目
の
素
地
土
で

で
き
た
萩
焼
を
い
う
。
だ
が
、
従
来
の
鬼
萩

手
は
質
感
と
し
て
の
ざ
ら
つ
き
だ
け
で
、
鬼

と
い
う
豪
放
な
イ
メ
ー
ジ
が
造
形
に
結
ば
れ

て
い
な
い
と
壽
雪
の
眼
に
は
映
っ
て
い
た
。

壽
雪
に
と
っ
て
鬼
萩
と
は
、
器
表
の
質
感
や

表
情
も
含
め
た
造
形
の
総
体
が
、
広
大
な
日

本
海
か
ら
寄
せ
来
る
疾
風
怒
濤
の
よ
う
に
、

永
続
性
と
底
知
れ
ぬ
力
強
さ
の
感
覚
を
極
限

ま
で
突
き
詰
め
た
表
現
と
し
て
の
茶
碗
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

常
識
を
遥
か
に
凌
ぐ
量
の
粗
砂
を
混
入
し

た
素
地
土
を
用
い
て
、
壽
雪
は
萩
焼
の
作
陶
史

に
新
た
な
鬼
萩
の
表
現
を
打
ち
立
て
る
。
そ
れ

は
晩
年
《
鬼お

に

萩は
ぎ
窯よ
う
変へ
ん
割わ
り
高こ
う
台だ
い
茶ち
ゃ
碗わ
ん
》へ
昇
華
さ

れ
た
よ
う
に
、
大
き
な
十
字
割
り
の
割
高
台
や

大
胆
に
打
た
れ
た
見
島
土
の
黒
化
粧
と
休
雪

白
の
縮
れ
た
白
釉
を
対
比
さ
せ
て
、
自
己
の
内

観
を
も
表
現
す
る
独
自
の
作
風
と
な
っ
た
。

作
品
を
し
て
語
ら
し
む

二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
、
長
男
龍
作

に
休
雪
の
陶
号
を
譲
り
、
自
ら
は
壽
雪
と
名

乗
っ
た
。
茶
碗
づ
く
り
は
鬼
萩
が
主
と
な
り
、

割
高
台
と
そ
の
変
化
形
の
《
鬼
萩
花か

冠か
ん
高
台

茶
碗 

銘 

命
の
開
花
》
な
ど
、
よ
り
豪
快
で

力
動
感
あ
ふ
れ
る
大
振
り
の
作
品
を
続
々
と

生
み
出
し
て
い
く
。

「
茶
室
の
道
具
だ
け
に
終
わ
る
よ
う
な
作
品

を
作
っ
て
は
い
か
ん
」
と
、
壽
雪
は
自
戒
し 三輪 壽雪　写真撮影：下瀬 信雄

鬼萩窯変割高台茶碗　2006年　山口県立萩美術館・浦上記念館所蔵

作陶する壽雪
写真撮影：下瀬 信雄

鬼萩花冠高台茶碗 銘 命の開花　2003年　
山口県立萩美術館・浦上記念館所蔵

紅萩菱形水指 銘 花篝　1969年　
山口県立萩美術館・浦上記念館所蔵

白萩手桶花入　1965年　
山口県立萩美術館・浦上記念館所蔵

て
実
践
し
た
。
そ
の
造
形
力
は
、
愛
陶
家
に

驚
嘆
を
も
っ
て
歓
迎
さ
れ
、
後
進
作
家
に
は

現
在
も
究
め
る
べ
き
茶
陶
表
現
の
極き

ょ
く

北ほ
く

と
み

な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
壽
雪
作
品
は
茶

陶
と
い
う
範
疇
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
豊
饒

な
生
命
そ
の
も
の
の
創
出
と
し
て
も
観
照
さ

れ
て
い
る
。

「
観
る
者
が
『
よ
し
や
る
ぞ
』
と
い
う
、
明

日
へ
の
意
欲
を
か
き
立
て
る
」
作
品
づ
く
り

を
す
る
と
語
っ
て
い
た
壽
雪
は
、
九
十
六
歳

の
四
月
が
最
後
の
窯
焚
き
と
な
っ
た
。
純
粋

感
覚
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
生
命
力
の
表
現

こ
そ
が
芸
術
で
あ
る
こ
と
を
、
壽
雪
は
そ
の

人
生
と
作
品
を
も
っ
て
私
た
ち
に
明
示
し
続

け
た
偉
大
な
陶
芸
家
だ
っ
た
。

（
文
・
石
﨑 

泰
之
）

三
輪 

壽
雪

み
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

じ
ゅ
　
　
　
　
　
　
せ
つ

［1910-2012］

※水に土を混ぜて攪拌し、砂や石などを取り除き、粒子の細かい土だけを採取する作業

石﨑 泰之〈いしざき・やすゆき〉

1960年愛媛県生まれ。筑波大学卒業。山口県立萩美術館・浦上記念館副館長。
陶磁史と陶芸論を研究。主な企画展に、『萩焼の造形美 人間国宝 三輪壽雪の
世界』（2006年）、『三輪休雪陶芸展』（中国・山東省博物館、2008年）、『「龍人
伝説」への道―三輪休雪展』（2010年）、『萩焼―山口県陶芸展』（山東省博物館、
2012年）、『古萩―江戸の美意識―』（2012年）、『大和保男の陶芸―魂の造形―』

（2013年）、『茶陶の現在―2018萩』（2017年）。著作に『窯別ガイド 日本のやき
もの 萩』（淡交社、2002年）、『茶陶萩－その伝統と革新性』（萩ものがたり、2014年）。

明治初期に築窯したと伝わる登り窯　
写真撮影：下瀬 信雄
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青
海
島
一
周
航
路

船
上
か
ら
見
る
景
色
3

お

お

み

じ

ま

青海島観光汽船のりば

花津浦

筍岩
夫婦洞

屛風岩

せむら
仏岩

大門・小門

中江の洞門

青海島
一周コ

ース

観音洞

静ヶ浦

象の鼻

島見門コウモリ洞

赤瀬

波の橋立

青海湖

通

青海島共和国
青海大橋

金子みすゞ記念館

道の駅センザキッチン仙崎駅

青海島
大島

「
北
長
門
海
岸
国
定
公
園
」

の
景
勝
地

山
口
県
下
関
市
、
長
門
市
、
萩
市
、
阿あ

武ぶ

町
に
ま
た
が
る
約
九
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海

岸
線
は
「
北
長
門
海
岸
国
定
公
園
」
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
長
門
市
に
あ
る
青
海
島
は
そ

の
中
央
部
に
位
置
す
る
。
青
海
島
は
、
そ
の

名
の
通
り
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
青
い
海
に
囲

ま
れ
た
周
囲
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
美
し
い

島
で
、
本
土
側
の
仙
崎
地
区
か
ら
青
海
大
橋

で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
仙
崎
地
区
と
青
海
島

は
古
く
か
ら
漁
業
と
水
産
加
工
業
で
栄
え
、

青
海
島
の
東
側
の
通か

よ
い

地
区
に
は
明
治
時
代
末

期
ま
で
沿
岸
捕
鯨
の
基
地
が
あ
っ
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
観
光
地
と
し
て
も
人
気
が
高
ま
っ

て
お
り
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
四
月

に
は
仙
崎
地
区
の
港
の
一
角
に
道
の
駅
セ
ン

ザ
キ
ッ
チ
ン
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
県
内
の
み

な
ら
ず
九
州
や
大
阪
方
面
か
ら
も
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
、
翌
年
三
月
に
は
早
く
も
来
場

者
数
が
百
万
人
を
超
え
る
な
ど
、
山
口
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
存
在
感
を
示

し
て
い
る
。

島
を
一
周
し
て
絶
景
を
堪
能

青
海
島
を
巡
る
遊
覧
船
の
乗
り
場
は
セ
ン

ザ
キ
ッ
チ
ン
と
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
。
毎
日

四
～
六
本
の「
定
期
便
」が
運
航
さ
れ
て
お
り
、

観
光
客
が
増
加
す
る
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
さ

ら
に
二
本
の「
季
節
便
」も
追
加
運
航
さ
れ
る
。

遊
覧
船
の
種
類
は
中
型
の
「
ク
ジ
ラ
船
」
と

小
型
の
「
イ
ル
カ
船
」
が
あ
り
、
そ
の
日
の

天
候
や
海
の
状
況
、
人
数
な
ど
に
よ
っ
て
船

が
使
い
分
け
ら
れ
る
。
ク
ジ
ラ
船
は
ゆ
っ
た
り

と
し
た
乗
り
心
地
が
特
徴
で
、
運
航
中
に
デ
ッ

キ
に
出
て
景
色
を
楽
し
め
る
。
イ
ル
カ
船
は

デ
ッ
キ
に
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
小
回

り
の
良
さ
を
生
か
し
、
岩
々
を
間
近
に
見
な

が
ら
迫
力
あ
る
ク
ル
ー
ズ
を
堪
能
で
き
る
。

コ
ー
ス
は
五
種
類
あ
り
、
波
が
落
ち
着
い

て
い
る
時
は
「
青
海
島
一
周
コ
ー
ス
」
で
運

航
す
る
が
、
風
や
波
の
状
況
に
よ
っ
て
は
航

路
を
短
く
し
た
他
の
コ
ー
ス
に
な
る
場
合
が

あ
る
。

青
海
島
一
周
航
路
の
見
ど
こ
ろ

仙
崎
港
か
ら
出
港
し
た
船
は
、
ま
ず
青
海

大
橋
を
く
ぐ
っ
て
西
側
の
内
海
に
出
る
。
長

門
市
出
身
の
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ
が
『
仙

崎
八
景
』
の
一
つ
に
数
え
た
小
岩
島
「
花は
な

津づ

浦ら

」
を
越
え
、
青
海
島
北
側
の
海
に
出
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
奇
岩
が
姿
を
現
し
、
景
色
が
一

変
す
る
。

青
海
島
北
側
で
ま
ず
見
え
て
く
る
の
が

「
赤
瀬
」
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
で
、
そ
の
名

の
通
り
赤
み
が
か
か
っ
た
岩
が
立
ち
並
ぶ
の

が
特
徴
だ
。
筍た

け
の
こが
地
面
か
ら
突
き
出
た
よ
う

な「
筍
岩
」、蝙こ

う
も
り蝠
が
翼
を
広
げ
た
よ
う
な「
コ

ウ
モ
リ
洞
」、
夫
婦
の
よ
う
に
寄
り
添
っ
て

並
ぶ
洞
窟
「
夫ふ
う
ふ婦
洞
」
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な

名
前
の
奇
岩
や
洞
窟
が
次
々
と
現
れ
、
乗
船

客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

そ
の
後
、「
観
音
洞
」
や
「
大お

お

門も
ん
・
小こ

門も
ん

」

な
ど
の
洞
門
が
並
ぶ
「
静
ヶ
浦
」
エ
リ
ア
と
、

「
象
の
鼻
」
を
は
じ
め
と
し
た
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
岩
に
白
波
が
打
ち
つ
け
る
様
子
が
見
ら

れ
る「
せ
む
ら
」エ
リ
ア
が
続
く
。
こ
の
静
ヶ

浦
や
せ
む
ら
の
景
色
を
指
し
て
「
海
上
ア
ル

  

《
山
口
県
長
門
市
》

奇岩が並ぶ静ヶ浦

プ
ス
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
せ
む
ら

の
風
景
は
、
昭
和
を
代
表
す
る
日
本
画
家
・

東
山
魁か

い

夷い

に
よ
る
、
皇
居
新
宮
殿
・
長ち
ょ
う

和わ

殿で
ん

「
波
の
間
」の
壁
画『
朝
明
け
の
潮う
し
お

』の
モ
チ
ー

フ
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ー
ス
後
半
、
船
は
洞
門
「
島し

ま

見み

門も
ん
」
や
、

手
を
合
わ
せ
て
い
る
仏
の
姿
に
見
え
る
「
仏

岩
」、
高
さ
八
十
メ
ー
ト
ル
の
絶
壁
「
屛び

ょ
う

風ぶ

岩い
わ

」
な
ど
を
経
て
東
側
の
内
海
か
ら
仙
崎
港

に
戻
り
、
合
計
八
十
分
の
一
周
コ
ー
ス
は
終

了
と
な
る
。

ち
な
み
に
、
波
が
穏
や
か
な
日
に
イ
ル
カ

船
に
乗
れ
る
と
「
夫
婦
洞
」、「
観
音
洞
」、「
大

門
」、「
島
見
門
」
の
四
つ
の
洞
窟
・
洞
門
に

入
る
こ
と
が
で
き
る
。
船
体
す
れ
す
れ
ま

で
迫
る
岩
肌
を
見
な
が
ら
の
ク
ル
ー
ズ
で
は

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
も
引

け
を
取
ら
な
い
ス
リ
ル
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
。
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
夏
場
は
比
較

的
波
が
穏
や
か
な
日
が
多
い
の
で
、
洞
門
く

ぐ
り
を
体
験
で
き
る
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
景
色
だ
け
で
な
く
、
乗
船
中
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
も
楽
し
み
の
一
つ
だ
。
コ
ー
ス
上

の
各
ポ
イ
ン
ト
で
は
テ
ー
プ
に
よ
る
解
説
以

外
に
、
船
長
に
よ
る
独
自
の
解
説
も
聞
く
こ

と
が
で
き
る
。
遊
覧
船
の
船
長
は
地
元
の
漁

師
だ
っ
た
人
も
多
く
、
奇
岩
や
岩
の
模
様
な

ど
景
色
の
眺
め
方
は
も
ち
ろ
ん
、
海
で
獲
れ

る
魚
、
季
節
に
よ
る
風
の
変
化
、
波
の
様
子

な
ど
、
そ
の
時
々
の
生
の
情
報
を
知
ら
せ
て

く
れ
る
。
コ
ー
ス
上
で
は
漁
船
が
操
業
す
る

様
子
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
船
長
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
交
え
て
、
仙
崎
地
区
や
青
海
島
の
風

土
や
生
活
を
う
か
が
え
る
の
も
青
海
島
一
周

航
路
の
魅
力
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
文
・
村
尾 

悦
郎
）

日
本
海
の
荒
波
が
作
り
出
し
た
奇
岩
が
多
数
並
ぶ
青
海
島
の
海
景
は
、
ま
る
で
海

の
上
に
山
々
が
そ
び
え
立
つ
よ
う
な
姿
か
ら「
海
上
ア
ル
プ
ス
」と
も
呼
ば
れ
る
。

青
海
島
一
周
航
路
で
は
、
こ
の
独
特
の
景
色
を
堪
能
で
き
る
。

青海島を80分かけて一周する青海島一周航路

写真提供：青海島観光汽船株式会社　　◆青海島観光汽船株式会社：0837（26）0834   URL https://www.omijimakankoukisen.jp

夫婦洞に入り、岩肌まで接近

島見門をくぐるイルカ船

金子みすゞが『仙崎八景』の一つに数えた花津浦 赤みがかった岩が立ち並ぶ赤瀬

白波と青い海のコントラストが美しい「せむら」。東山魁夷の『朝明け
の潮』のモチーフになった
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山
を
あ
る
く

吾
妻
山

9

あ
　
　
　
　
　
づ
ま
　
　
　
　
　
　
や
ま

《
広
島
県
・
島
根
県
》

吾
妻
山
は
、
広
島
県
庄
原
市
と
島
根
県
奥

出
雲
町
の
境
に
あ
る
標
高
一
二
三
九
メ
ー
ト

ル
の
山
で
あ
る
。
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）

年
に
比ひ

婆ば

山や
ま
古
道
が
整
備
さ
れ
、吾
妻
山
ロ
ッ

ジ
か
ら
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
の
陵
墓
と
伝
え

ら
れ
る
御
陵
を
巡
り
、
吾
妻
山
山
頂
に
登
る

周
回
コ
ー
ス
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

吾
妻
山
ロ
ッ
ジ
か
ら
車
道
を
下
り
、
南
の

原
分
岐
を
過
ぎ
る
と
や
が
て
比
婆
山
古
道
の

入
り
口
に
着
く
。
急
傾
斜
の
登
山
道
を
進
み
、

周
り
が
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
林

に
変
わ
る
と
、
大
岩
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
分
岐
で
右
に
登
れ
ば
御
陵
に
至
る
。
そ

の
先
の
出い

ず

雲も

烏え

帽ぼ

子し

山や
ま
に
は
、
岩
に
複
数
の
溝

が
平
行
に
刻
ま
れ
た
条じ

ょ
う

溝こ
う

石せ
き

が
あ
る
。

出
雲
烏
帽
子
山

山
頂
か
ら
南
西
に
下

り
、
島
根
県
側
か
ら

の
コ
ー
ス
と
合
流
す

る
横よ

こ

田た

別わ
か
れ

に
出
て
、

緩
や
か
な
坂
を
登
る

と
草
原
が
広
が
る
大だ

い

膳ぜ
ん
原ば
ら
に
着
く
。
春
は

休
暇
村
吾
妻
山
ロ
ッ
ジ

休
暇
村
吾
妻
山
ロ
ッ
ジ

南の原南の原

池の原池の原

南の原分岐南の原分岐

比婆山古道入り口比婆山古道入り口

比婆山古道比婆山古道

越原越越原越

太鼓岩太鼓岩
産子の岩戸産子の岩戸

出雲烏帽子山出雲烏帽子山

横田別横田別大膳原大膳原

分岐分岐

池の段池の段

1239ｍ1239ｍ
1225ｍ1225ｍ

1264ｍ1264ｍ
比婆山（御陵）比婆山（御陵）

吾妻山吾妻山
N

島根県
奥出雲町
島根県
奥出雲町

広島県
庄原市
広島県
庄原市

要編集（フォントやテキストサイズ等を前回に従って）
赤ハゲ山赤ハゲ山

古海古海

分岐分岐
325325

吾妻山ロッジから比婆山古道を経て吾妻山山頂に至るルート　地図制作：磯部 祥行

山
野
草
、
秋
は
リ
ン
ド
ウ
、
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ

と
ス
ス
キ
野
原
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。
見
晴

ら
し
の
良
い
道
を
し
ば
ら
く
登
る
と
尾
根
上

に
出
て
、
分
岐
を
右
に
進
め
ば
展
望
の
良
い

吾
妻
山
山
頂
に
着
く
。

下
山
は
南
西
麓
の
池
の
原
を
目
指
し
、
な

だ
ら
か
な
道
を
下
る
と
約
四
十
分
で
吾
妻
山

ロ
ッ
ジ
に
着
く
。
こ
の
コ
ー
ス
を
逆
に
登
っ

て
山
頂
を
目
指
す
登
山
客
も
多
い
。　
　

吾
妻
山
は
イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
高
山
植
物
が

多
く
、
紅
葉
狩
り
、
ス
キ
ー
な
ど
を
満
喫
で

き
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
一
年
を
通
じ
て
多

く
の
人
が
訪
れ
て
い
る
。

山頂からの眺め。広島・島根県境の山々が見渡せる

深さ5～10cmの溝が規則正しく刻まれた条溝石。
御陵に関わる古代信仰の名残という説もある

大膳原から吾妻山山頂を望む　写真提供：庄原観光ナビ


